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1. 原子炉甜十寺0)豆担⑰放射化知称

（原研） 0中升敢夫・矢島宦茂

要（東工試）

、東芝マヽンダ荷）

I) 

同田

蔀 興

原子炉級ゞルコ＝ウム中(/)I ヽフ＝ウム

(])放射化分折

原子炉訊R-) を利目し，半減姐ノ 9 紗'(1)

/?9勿 Hf lごよるジルコ＝ウム中の八フ＝ウム

の非萩嗅恋患放飩筐別｀涙について検討虹行っ

た。
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八フ＝ウムの握準試料とポリエチレン製梓ビ｀

ン 1こ絋封し，啜送管によって No. 1 1:,実眼孔内

＼羹刃込み（具蒻埼5(/)慇中牲子来はぇX /011 

nlc.元／クec)) 短時向照射した後戒り出し．

隠軸試料豆/7ざ府（夕，が） /7？叩，fの反麟

よって釦成された／79‘,,_Hfから放射される之／5

Keアのい線IZよるビークの刻々の成艮状態を

／ク 0 チャンネル(/)Jゞルス茨裔絹瑚習を用いて

疇しにこ(l>ょぅな方迭にょ_!)悶紺若向冷

却麟土よ8‘放輯譴度麟叙駅変えて実験

卸び爽封レ．目的(1)/7'J?/,f/fのビークが‘フ‘'ラ

ウン管上1乙景も顕君lご映像さ肌る條件玄求めた

照射ゅ抄；冷却ノ0彩i: tt数 0 秒め結果

條件が景適であること蛉貝出された．矛！図1乙

この景痢條件で山羞納／ク〇呵を含むジ

ルコ＝ア拭料について求めたが線叉でクトルを

掲Iヂる。
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応幻町の？種のハフ＝ァ摸準試料につ

いてそれそ‘れこの緑件ぐ放射化と放射能測良

玄行し＼その結栗から作成した ヘフ＝シムの

捩置線崎ス図である，

遵
淑
詞
€
器
＇
蕊

,:1:-‘：ヽ•ご:!:[:.r—••こ．ヽ，．、し；；•6•一←•9•9 

〖続江ネJしぎ‘‘ー（月叶）

沖ぇ図

この測定ごいて J--l f oぇ 0) タ-ujから

までの節周において計数箇バ翼津痴差えoflJ
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はぇ％如蔚であった一

ついで従来の分加弐ぐは定影）困雉であった

八プ＝ウム合量oo p朽＇L 以下の原子炉級の

ジルコニ＼加ム中の八フ＝ウム幻足量だ恥去芦苺

用し涙得なる綿果を得尼ホ法j卦教量の八フ＝

ウムの定量装として．感腰翅速性および緑D

逗し同一試料を令折できることなどの諾•点で従

米媛ネ試よりも（麟ている 3 即ち本衰の換出

下限は Hf /X/o―z召{,9 令叩腹疇向は試

料詞製時向を含めて一試料数合という短時向で

あるなお存元祟の影響こついても揆謎を行

った，

2) 原子炉材料用アルミ＝ウムおよ 6‘ マグ‘

ネ 3 況ム中の不練物の放紆化分析

ぷ線スペクトロメトリーおよび｀陰ィオン．文換

揖脂クロマトク‘‘ラフィー玄主斜とする放馳知分

折法により、原る炉材料用麟浅ァル←＝シム

およびマグ翠シウム中の徴璽の心， Z｝tク H叱，

絲を定量する方法について検封した綿泉を報

告する

2. 低岳位ウラン鉱および‘い）わム鉱~ の

ウランおよびトリウムの放謝花命祈

（原研）中井承夫矢島堅使

0 栄罠行

ウラン/l)放射化分将を行う際Iコ文＝通D の方

法越＇考えられるつ一つ1共ぇ3勺幻淑分裂生設掬

を分折する方法であ旦他力は/43 吝uよD 生す‘’

る之3切またlet'ぇ3 'i'NP を刹用する方法である＝

怨ざU の天然l乙上ける存在比応漑L＼こと検出

麟料篤L＼こヒおよひ‘え.37Np(T)半涼抑が寺垣

で麟涛呪彗条件に思まれなぶ‘らえ3fNP を刹

用する放射化令折法は自媒粕コ担沐とする同屯

知濤在しないためあま戚＼えりみられなか

ったぐしかしネフc、ン＝ウムl：：：：炭する化学的知識

ヵ遠精；になった今日ではネフ°ツ＝ヤムを典担体

の状態で単離すること力瑚食になってきた＂

そこで春音等はウランの紫中牲子照射によっ

て生ずる:z3fNpを／°”年泣L＼収率で分離際役

する方法左検蔚し良好なる結果を得たので こ

iJ)財p令羞法を活用してヽゲランの令折を試ゑた

すなわち令離翠としては、まずTBP 抽出によ

って大部分の捩分裂生成約およ四鉱物中め共蒋

繹元巣がらネフ0、ッ＝汐ムを分離し，さら 1こ痰

硝酸酸牲癒茨から険イすン交換蜀脂）疇フ＼戸

ウムを吸着させる諌r'f< l乙よ D精袈する芍琺芝誅

った．

計数にはず練シンチし一·;.ヨ〉 7ぺ’クトロ~火

い）ーを採用した，ス37N p(/)‘（線ズvケトロ

グラムはク、IOMe.ァ•およ U`02 ／門匂Tlてニ

つの大きな光壷ビークを持つので相五の光鹿

ビークを比較することによ P23ハl戸の河兒お

よ四韓決定をイ了った、2

ウランの据滓献料としてはグパぬ四／頑

の溶茨を作P ｀ その I~ を洋紙四蜘わ北，オ；

リエナレン袈ビンに塔爪て封入禁包紙に包んだ

麟郎（／o°呵）ととも lこかブヒル（通称

h叩）にいれ、丁RR-/ No./る実験迅

（疇管） 1こ神＼し、十牲寄疇ぇ X/o“礼

/cが／sec.の下亨疇闊討し厄

照扇直J~4疇麟して瓢疇酢

に移った、まず試料を王ぷ処埋してネフ°ヽ戸』＝ゥ

ムを疇せしめ 3M Hが0s 曖牲溶液か、ら

ノ00%TBP を用いて逮親＝蔑抽出撮欣左緑

逗レネフ＇‘ン＝ウムと令脅且厄渕こ 3M NHず

。I-Iで TBP相を中和し．希釈剤としてべ‘ンゼ

ンを加えてから遥続~渡延抽出左行った、逆抽

加鬼突を蒸発旋固して, NH4 r-J o3 、と太媒除



去したのらヤ煽酸および‘アスコルビン酸で還元

した；忍発詩固して瓶鹸却駆出倹 7月刈（3

l這蕃し．珈釦認猿伐汲換薗厨‘‘イヤイ

オン.s-A 韮／がりのカラム 1む琉＼し，ネプ°ヽン＝シ

ムを汲羞させた 711訓03 <'.i'爽ったのち、

樹脂をスラリーとして栄J)エチレロビ‘ンに移し

シング｀）レチヤンネルね線スヘ゜クトロメーター（

瓜クと社製井戸翌シ;:..チレーター酎猥）

を用いてズ3;1N P の光電どークを計数して定量

した，

・ 上記這麟戸しね 0了の三ァ一員を検出
すること述できたい本去は王）芯娘祖こよって令

翫鯰鉱翫対して道用できる．

ィ謳·血k 炒ム釦号傲量ト））芦ム疇紺

化分将についても目下検鮒中であるが、・ウラン

の麟と閲ね‘聰紺条件では丁h.Dz として

蜂］を検出しうる，

3. 核燃料中の不純物の放射化分析

＜即研） 中井叔炎・矢島竪待

〇巌井熟・味足行

疇料として映遠された金展り＼ジム及びそ

の原料である酸化トリウム叶初不純物の分·＃厖

中牲子放射化分折法によって行ったd

トリウム中の不純物の放蔚｛貶呼貶おいて向

題1-Z:なるのは．念之訊から生沢される.z33P必

/])圧倒的多量の放肘能乞妬何に処理するかであ

る．幸いなことにフ゜日トアクチ＝ウムは親該

襖であるトリウムと1ま化営的挙蜘ゞ畏っている

ので化学的処理によりアロいアクチ＝ウムを殊

弐することは容易である，をこで筆巷らは北賑

麟単な握疇イオン疇イオン交換クロマト

グラフィーな採用 L iと

約／屈呵のドリウム金辰ま Tc:/~鼓•1ヒトリウ

-3 -. 

ム玄標準ヒとも 1ご JRR-1 の No.Iる実験

孔（た3XIOII怨辺乍泣／在iZ/sec) Iて

さし入れ之時向照射を行った。照射終了唆3~

4時向放置 L てス33T代を殆んど＇完全1こ z.3位 Iご

壌妾止しめた後 1以耀（に移っ厄唆化トリ

わムは．重琉殴叩ウ応疇（少量のフ叫ヒ

ツーダを加えた）し，祠湿暖で湾暉してから．

アム毛ニア水で中和しく．．ぇ33忍トリらム反

ひ稀土頬元案玄水酸化物として兜凝させ乎別し

厄この沈痰操（1<-を之虔緩返した，再沈澱した

水緻ィヒ約乏 ?N 塩酸々姓溶液しし強瑶基牲陰イ

オン交捩蜘的‘‘イャイオン訊井／00)ご通U·ウ

:::.m とさぇ33Pa..は．捌甜1で吸着され トリウ

A及び命土類元累1由流出するこ(/),充記衆は濃

縮してポJ)エチレン捧びんに＼れ RCし社敦

ぇ鐸チゃンネル了線スペクトロメーター（井

戸翌シンナレーダー‘r寸）によっ,. 0嶺に、ペク

トロメトリー乏行った，、ものときの結果は、次

の通り＇ぐあった、金昼試料のとさは，る N 福鹸

1：：：とかしてから硫酸反び硫唆カリウムで刈埋し、

アムモ＝アで中未りする，以下の握作は 酸化ト

リウムと同採恋ある．

試料番号 Dy Sm 巨

No I (Tf伽） 4／呼知忍¢f'fI)ll ／／砂f•POt

No2 （政） ／ざノ 5

No3 (T尤）

N 。 4( Tfc)

7
 
る―

4

ざ

No5 (T代） </ 2 

試料は泉北大学金原材料研兒所においで焼融

堀健罷涙によって囀鶉艘された金屈い））況A

及びその原料咳化いウムで一連の系列(/)も

のである。
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4. 半羞的材料フの不統物の放射他鉗咋

（廉研）中井敏天矢島理1吏

（東芝マッダ研） 藤井勲

（東工飩‘) 0 岡田捩

辛導的組中(/)不読物乞句汀紐撃麟

法を確立するため）て分析時旬と手数を景ふ限

lて渥め なるべ｀＜多くの捐塑励不続避］元案な検

記しかっ定量することを百的として．す練スペ

ヶトロメトリーおよひ｀イオン交換クロマトグラ

ウィーを主体とする放射化分析法を研究した．

ね線スでクトロメトリーを行なう喝合l：：は試

料中に数種の核種訊釦ていても『線エネル

共｀ー値が相互l之測史翫況疇恥、上に離れて

し＼る瞑り同噸重が可能であるした力ゞってィヒ

挙分誰操依叫眸lご箇略化．廷逹化され．寿命

rJ>比敦的短し1核擁をも計数することぶできし

かも化暇晨イ1<1之伴う誤差匂瑳1ナることが‘でさる．

また｝線の透逼加は大きいからその自己吸収を

無視~することが‘でき 試料の）厚さと制限しなく

てよいヵヽら大愛の試科を用いて訃数収量を大き

＜すること述‘できる．

不誂物元累のうち銅．ア＞チモ‘.,.. •カド‘ミも

ム．・ヒ桑のぶ澤フォトビーグ 1共鐸／ ～ 0、 57

ガeV に応的lZ現われ．スやクトロメーター

で令解すること 1まむず恥ししV沢斌料を放射叱

後計敷測定に先立って化営分離する必要が‘あ

J)、本研究｝乙おいて）辻主として撰案錯イオ~ le 

謬陵イオど交換クロマトグ‘ラフィー）之よる分

鰤詞いた

い））コンおよひ°ゲ＇ルマ＝らム拭料の放附化に

犀た畔謬訊R-1 原子灼）之XIO”の

/c年／sec か中姓子．束である．麟り蜘謬―

限は．ヒ桑I::::;対して心ノ0-3仏；，銅 3X/0-3

屈、 アンチモン／ X ／ 0-3.J13 ，カド｀ミウム

ぇx/0-2的？，亜鋭 IX/D-I伶？ ナトリウム3

X/o-3勺， ガ‘) ]ムJ)(/0一万， 鉄4,X/0a

•以〗であるつ

5. ラジもムiベリリウム中性源1こよる銀I/)

放射化合折

（甲南大） 0 日下譲・辻玲雄

ラジ＇戸ム (oD呵）ヤペ‘リリヽロム韮鑓

を用し＼）ゞラフィ：．を中性子漠速紬ごして

/07勺（クt, }) ／梵4J艮炉゜グ勺（元『）

//?41 局心による銀麿放射化組芦眩研究した，

半痰期忍2秒の／／冷の放射能を有効巳瞑

する烏中性子照射茄できる尼1ナ速炉沖嘩底

放測走出来る祢な夜置匂袋成した。印ら

分揺試料を収皿13、れナ住手照射時1：：：は

I豆ラアインる）出板上lご設けられた穴の中lて置き

この5)出版をベラアィン漉洟渕中ヒ差し込む

柑リエチレ：薔中に収められた和生子疲辻A巫

管内左移勃さ生試料直下にノ．釦クしり）パラフ

イン層紺挟ん芍ヤ牲甜源がある祢Iごする。この

際試料の澳l.にある C丁りげ管の竜伽よ翠であ

る一定峙向中牲手照耐）后木》工＋レン管を格

節謬る嗣唸J)·中住手源去パラアィン痰愛

刻の領尼置か卯た砂逹蔽剤中の一定位置に置

＜．之と同峙I乞叶． M. 菅にその作郵堂位ど与

之試料中の生氏放射倉毯測淀する，この操中！て

ょJ)照討拍終｝誌し＼て生戌放酎能が凌棟出来

た．

疇蕊鯰応謬葛こl這討恥測甦詞

をてきるだけ短時向（本報で）ま之分）に止め

同し’'揖詐をでさるだけ回数多く（本善で）ま7回）

繰返して生成放肘船り測定計故虹責算する亭ヵゞ

有利芍ある寺を明らかにし尼

恣法を銀貸蒻反び銅椴練の守薗生成物中り鋏



(/)定琶分将四嗣 L た。この際前者lごは険量線

法左後者には試｀料にAg (li一定置也加えそ

れによる生成放射能(/)j尉誨を標準lこした所謂

討加法を道用し．両者共満足すへ、き結果を得た。
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こ阻らのグラフを昆爪ば板注目的の一元素 Iご

対して妨害となる可能控のある核種をすぐ l之罠

出すこと述できるがら｀妨害核疸を除くのに必

要な化学分離法を送淀する根拠が落られる．同

志ここ炉1よ必要でない化学令醐揖介ドを省略す

6. 放射化分将における坊営放射角kr/)予想 る根拠ともな1)、分祈操f知吋笥単化、超逮化に

IC:対するグラフの手］用 役立＾・

（東ェ試） 0岡田実・大久園知

放饂繹誌微量成令の輝祈に同いられる . 7. 'Tィ菜中のョウ素の頑挑筑

ことぶ多く．その場合検出しようとする元奏

の量が少ないほど多くの疲頚の共存元稟．硲妨曽

物となる．f敦璽成分の中の！種を検出しようと

するヒきは．妨害約鰤‘tとしてうべてのえ翠の

訪達欲笥倉誌考慮することが‘望まし＜，喝合屹

（電気通信研） 0麟正・

馬場英夫・荒本日出磨

（目的） ヨウ化物決で．罹患い．だ．ヶ，／菜＇ヤに

は欲量(f)ヨウ累妍混＼している可熊牲ヵゞあるぶ

その確認定量は従来の寺役で出丞めて芭逢なあ

よってはそ肛硲込要芯あるつ る。せ：：芍純襲途上のケィ案中0) ヨウ菜叩灰

放射叱令前においては次恥乙さ礼応亥茜iご辻 射（ヒ分材悽行い．同時にl::.累等も史匿して羨晨

してせの半滅期，ね緯エネ）戸埒ー，念線ヱネル

等—， 化学的生賀など｀咽習累を利用しても恕

を行なうのであるから、 上記の語独冑尼肉して

すべ＇ての元累を比較することぶ必要となる。し

かしこのような比毅を核種装だ‘＼ナ毘ることによ

って行なうの辻容易て、なし＼ v

そこで喫老らは向思となる核的諸独質に関し

て．それぞれグラフを作り． このク1'ラフの上で

あらゆる元累を暉できるようにした。グ‘ラフ

の嬢軸こはいずれも生成核襖の半囀胆如

たて軸l日よ下記の諾困子とそれぞれ取った。

1) 天恋元素単位噴量あたりの放射化断面濃と

生成核複のn線量子敷比 ぇ）熱中牲子で放

射化したのち I hY 以凶こって者しく認わら肛

るぴ線のエネルギ‘-, 3）熱中性生子で放射化

さ郎た核種の俎線のエ柔ル芙‘-, 4) (.'11, p)_ 

（仇，み）． （勿，店）反応の各しさい直

It") /4. MeV中性子lゴ寸する放射化断面積．

(/)確認·改良玄行う。

（手段〕 ヨウ化物と類分解して伐ったゲI

案と堪1ヒ物を認釈戎菩元して作ったものとを

ョウ素とヒ累の標準試料と共 Iご叩只Rl で！爵

向照肘（か</0'/れ⑰1―え＄ec-1) し，繋送

管で直1コ反出し足幸し＼ ヨゥ累は短時凋の賊

射で非常に放肘化され易いものなあ）、 （戌7I

(/)麟比ぶ／00 ダ、 た＝ふ s± o...!;坂九，
I之 l1 I(/)TY..:= 忍． 0 ウl) こ叫条市二よ魏

肘直後虚 lgのョウ裏叩．!:X/011df勿 O
バ cti vitjをもっ筈であるし またケイ案自月

は殆ど｀¥線を放出 L ない．更に他の核痙紐

には 発光令折苺ぐぱ捩出でさない捏の倣量尽

ありな玲，担当放射化さ訊てしかも＇之門 I と

同じ（立のエネルや一の汀鯰放出区相戌瑚も同

じ位になるものはない｀そこで先ず，化営分嵯

釦忠わず）：：：反行のt>.4 ムf1ev の｝繹乞涸史

したJ測史啓は忍o c厄叩leI の知 IS.e-
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池I]豆 A西／JジeY のつい｝ご·ン十レー

ションカウンターを用い． 3／Siの戸線の

/3reク:ns呵？ を成可く少＜立るた麟、低屎

子番号のフ°ラスチックで試料をおお LI 、約

0..d /1e V からI?. 6,!1 eV までのが線のスゞウ

MIし疇伺麟沌しを知凋隔で濶足 L厄約ざ

時の試鰤スでクトル（主と Lで'S i(1)

パ線の Bre仮S砂J)差 3/s；の忍り(J)

半澱期芝用し＼て（各涅促時1ご換算し、それをそ

のときのス＼°クト）しより差引くと残りば

伍k0位置も訊期這準試料と一致してい

る心据準訳蜘．照射したヨウ化カリ豆銚

落淀とし事と疇紐累可鄭乙して生じた

ョサ累在四塩化炭累で抽出し、その令をとっ

て他の試｀料と成可く計数効率らゞ同一になるよう

にL て測淀した。

l::素の定匿i辻． I::.累と銅草の虚r)'ieY を加

えてケイ果を亮殿と硝醸芍称去らせた後アル

妙独として沖通し．浣戻のyH をと M(/)えて

ヒ案芝哨殴銀で這させて CTM かかンターで

測淀Lた．尽線の吸収スでクトルも半救期も

喰s とが一致 Lた．

ケイ素中1/)ヨウ駆量もゞ l“j).、心ふるとさ

は上の芍法は可なり正確で抱あて筒単であるが‘.

0./勿 1次証ヨ渥を定置する喝合は． 3勾

”亭 Bfe穴S砂り料恥｀わいしまた逢

中牲子によって生し‘‘たアル災＝ウムが‘が線去放

出するし．多くの放肘化令折のときは喝哩子放

出体ヵざできるし、要 l之ぺ町：は放環数の？炒し

かn線を放出しないので（ヒ学分離が必要とな

る，そこで次の分離手順を検討謹立しに先ず．

・照戴ヶィ秦をビスト‘／状の鉄の乳鉱で紛砕し、

そ肌を秤量後ヨウ化アルカリのC成ク乙を如

氾ア）しカリ尽熔揺する，熔成物匂甜麟Iご代

用させると ・シリカ(J)細訊洞衷またはコロイド＇

如現れる．並萌醸を保用ミせて瑚唾したヨ叶素

を寺シレ＞霜紐す肌ば｀、シリ芍は水層に

ふ心／クe五したま豆流し出されるJキシい

層を水痣した後亜瞭酸ッーダの水溶衰でヨウ素

を還元抽出し，ヨウ化銀をぅ如毅さ位硝鹸・水

・アルコール·エーデルで洗って測定する。こ

の操作）六厄輌以内で莞了し，収率）よクク～

訟％であった心

（結果〕 ヨウ化物左熱分揺して代ったケイ

栗は4~Sp'たクl (7)ヨウ菜と o．るク戸が位(/)

ヒ栗を含んでいた。また ．化誉分離をやってぇ

冠め〉ターで測史すれ武 3X/0―勺がl ヨウ稟

まで走覧できることが‘わかった。上の試料は更

に砂累を除く手段乞とる必要逮あることがわ

かった於近日中）尋課頃堅嵐哩左した試翫

ついてヨウ累を定量L-,育効な綻艘寺段乞邸

る．

8. サイクロいロンのプロトン照射をうけ

たスズ‘ターゲヽソトよ D放射祉ア＞チモ

ンの分鎚

（東大核研）環弁邦夫・

0鈴木（言男・疇咲

（目的〕 中歯該と童核の魔に（立する核握(J)

励足エネル苧ー準位のスヒ°ンを績塔lご測淀する

研兒のー衰として芍‘ンマー芍｀ンマ-(/)角度相周

測定用試料とするため戊0塩をふ応 600

及 e釦¢5ec 中に含有する担蔑の比放射能

疇L＼衰因疇を棚畏謬，この目的のた<11JIこ

放射性アンチモ項純吟離を検討する

ことに陽イオン交換法および有救嶋弱綸出法

＼ゴ中心をおいた。 （スス‘ダーゲ‘ヽットは常lて不穂

物としてア〉ナモこを含むから、キベリマーフ



.9 ーにはなりえない。またがマ疇l史(/)ため

に 1よせの必要もなし＼

（方法］ 先ず顔反の忍心を用し＼高1

わ姐鯰（科寸他3名口饂滋， 30•5

（パ塁））上よび溶媒抽出法（認文献

昴澤他 l名．バ、？t以’, C厖：が、な緒／

U9S3)) について検討したC その結果前者

1こよるとアンナモンおよびスス‘ヵ追い原ぞ面の

場合は、アンチモンを殆ど完全にスズ‘より分謹

できることを知った。後者り方法は有救酸の果

究輝総咽らかでない。単なる塩蕗該牲から．

ァンチモ以と奴｀を知源手·洒）コらいて脈褻

アミルで．，抽出する方法固、落薄屈塔猥でも、

パ'0 ％嘩玩囃にあ）．上記の店叩、

f晏れているよう｝こ思われたジこ肌を甚礎として

次のような本宍威の方法色きめた．

照射1まINS ーサイクロトロンを用し‘. /4 

．応 v の70ロトンで． 40ル4 鉢時向，（計

え砂ムA 化）および ／葬A、 m 峙向（Iえ0

以A~) の＝回の照射を行った。ターゲート辻

アルミ＝ウム扱に涙さ約／叩l蜘の溝左巾え［仇

にわたってほり• これにスス‘金辰釦流したもの

を用いた。また矛叫翫領はは一部瞼ヒスズ‘を

ク‘‘リフ°タールでかためたものも併辻用いた。中

｝回り照射ではスズ＇金屈は融けて活市流れたが‘

矛え回ぐはそのようなことはなかったJ

スズ‘ターゲ‘、ットむ唱殴にとかしたも(J)(溶朗

］こパ疇f江がゞる）および｀王）K＼之区ヽ Lたも

の（溶解ほ30 分位で痰る）を分題用溶疲とし

厄前者ではスズ．ア＞チモン共に（綬原子価lご

加、後者では両者高原子価にあるものと考え

られる．

輝抽出法は後者の撃を堀繭約／りN)こ調

節し． l c.. c 当りスズ‘蒸鯰0”］之含む知)O

..-7 -

咸 l乙うすめ桑消親模した酌識アミルノsec. 』

をざ回に分けて毎回／令向l式ザしくふりませ｀て｀

抽出し厄抽出表I鵡勺／ 0 叩儒唆JO c.c.ずっ

を用い 7回洗浄して抽出さ訊たスズ‘を除く．有

1闊認細は木外ランフ゜で加愁疇した．

賜ィオン交換法は低原乎匝l：：：ある溶衆を用し＼．

恥WeX 釘0w (/C)クかe.辺以下） H型汀

ラムを逢し厄双露喪la唖石酸 a4%, 入

ズ瓦0呵／cc..を合·也‘液とした“

（結果） 遠蝶抽訟衷一尚澱ァミル担の量

が今回の場合のよう lて蕃しく少ぃ喝合でl;;r抽

出率は計わ0%)之止まるようである、総局約／9

勿C の夕0$b よ 9 出発し． 目的とする試将数

個を作成することが出来た、

陽ィオ）交換法は條件によりアンチモン疇

珈砧吸着邸．怨易lご流出しない湯合のある

ことが‘分った·照射されたスス‘‘ターケ‘‘v 卜玄堰

酸にとかしたもの在•pH¢.d5 位の o,4 fPJ翻

聡訊とし、陽イオン交換御謳を麟さ辻た

もかま禽．イオ＞交換樹脂 Powe-x I X 『

（／砂～之乙 c 勿心 ) C1.哩．ヒは窓易に

吸召むれた。

9. 放咄国による S切N[. (f9F几） ＄駕

加 (F'zp)免？o. および｀叱化
くり） 5Se。豆疇起数の測捉

（東大装研） 田中堕男

Sf)/~ (P, ftJ L ）切vら 5冗 (PIzp)克

虚扉所疇l：：ついては Co知ら1) の

z/,5 加 V のフ叱］トンに対する実験ぶある．

バ＼p,叩t (Pm}忍幻eV
＝ぇ40如呑

介（ r, えク）ぇI,511ev ＝るか0の各
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戸戸か）げ (PPグt)の事実I疇令 としそ ¢sI(T・《）結晶の中央l薯着せしめ

捩の蒸発疇匹説明が‘つかないこヒ 1類明で その心 7 keV およしゞ'/zs k 豆の『線を

あり、 さら lゴ紅-向(/)直描祖互（信用を庖えても ，ざク炒の梵何学的効率で完全に吸収させ・ 1尋ら

計算に合わなし＼．

Co-1.eれ之）は四うに同蒔計数法で炉(F12P)

ぶ喧かに大さいことと再磁罷している．濱君は

さらにこれら反応の｀しきい値＇がら／4

”evまでのエ知L 哭＇一範囲 1：：ついて励起丞数

鱈ぬこの放（埒心）の興拠生釦窪あたニ

この際．夕勿し(f，よ） 57Co 反応による

号涵ゞ目的戸尻．（p．幻P) 572o 反応による

5年と区別がつかない、その費彗｝まっき））

疇する為lこ疇約ではあるが‘S加（竺
j,) s.s{!.o (7)励記函敬もあゎ吐て測史した．

反応全前面渭は残留裁(/)放射能む則愛す呑放

帥ヒ法によ文求めたJダーゲ‘w 卜には天然領

成(/)=ッケル箔を用し＼・ア）只＝ 17ム笙iを函収

体ヒして．ふ戸匁．.30.,,、グ L のぷtんc加以Jo i I 

にし核研凶吋サイクロトロ幻麟フ°lコ‘卜

ンビーム（エネルギー巾／ f心以内 ターゲ｀ヽット

(/)位藍でのビームの拡がり約／0四べX/]ク叩l)

で照射した。ヒ`-ム(/)測淀にはファラデ‘ーが／

アを用い． ファラデ｀ーカ、ソフ°)二受けたうゲナル

をヒ＇ームカしントインテク‘‘レーターに導いて記録

した。

照射終了後＝ヽッケルターゲ‘、ソトを瑶酸1：：：；容

かし．故， Co“ 幻を曖イオン決換捌皓

Pow ex. I X ?'~相互に兒全1：：：無担体に分

踏し厄

匂Cc (Z79日）流記分の一淀部分左点善滸

文献 1)Coite炒、n/e叫砂，砂凶 H砂召；

だ A ．，立， 7ふ3 ('ss) 

幻ヽ4函、．～尺．R ． I 坐まルクる？く '57)

れた1\° ルスを波慕食祈器）：：：＼肌て解耕し. .l:.記

が練のみを計測して絶対植乏求めた。

吃佐（ふ鉗寺）は先。に壊知せ噴

麟険イオン交換掠桐訳 C。を勿必俵して，

；；7Co として.1:..記(/)芍法で痢定した，

姦心（／戸痔）は 4たガ｀スフロー計数管

で，Q芍‘ス（力‘｀イガ｀一領坂）とメタンがス（比

扉尉訊）左用い一つの声対斗亡ついて燕拠

諏鱈I、他の試約：：ついては酬属霰

網測定麟叫：：：，• （炉臼滋比疇ーとして

る 9 ％をとった）

得ら紅た結果を図示する，
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10. 放射（じ去による 61Nし(P,'71）ム／釦

および｀ 44加 (P, '11)ムをµ反応の励起

丞数の測良

（扇大核研） 0 田中墾男・

三蛍昂・古）II路明

切IIVしおよひ‘64加、{7) \.p,クし）反応·0 全浙面
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潰lこづいて 1よ
z) (7)測甕がある a

B必翌‘（ら 1) と認~sse)' ら

B必i>- S<e yら

八＇1ゆ）

6/ 
ガi (9だ孜．呼加え4/)

勿i（知）‘乞
7吋トン；土ネルギー

. 
漢者らは

4{JO 

管で．

疑差

え 0炉

/0 % 

6, 7/1e y 

Blosser ら

企（叫）誤差

Sf'o 

／え/0

/bV ,,,t b 

45じ 7I少

/ z /1 eY 

(̀ P、クi)反応の励起ふ数il‘データ差

噌レ核反応哉J翫准麒胆寄与しようヒいう一遵

の計患の—靖として .l:.記の反応 l：：：ついて 5

灼eV から凡/1e V までの励起函数を求めた”

反応全前面俎は残留挨の放射能表測）とする放

射化法によっで未‘めた，

照射上よび化学令陣Iごついては；；知（ P, 之p)

先o 草を測良した夷秩と全く同一である

必ど2 （／之戸呼）は4 穴ーがスフロー計敬

ぞ仇8線測定により絶対直芝求‘めたし

し豆の分該比(J).1直として＄万もととった．）

巧·“9（亨峙）は臼門計数管I：：よる嗅笈曲練

を解甜して （屋線疇およ松＇空応l：：：よる吸収

瑾芍蒙乱とを禰正と） 64Cu とり比から終的宣

を素‘わた。 （かーの分政比の直としてる辱乏

とった） . 

ュ•:づの詰斜について上記紀対測定を告ぃ 他

の試料については合日計数管でそれぞ炉か襲愛

曲線を貶りなぶ‘ら担対涸度を待った．．

信られた誌果と）平涼する
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1-
ー
． 謬、R-l 原認炉芝利用する中性繹

約ヒ令折の慇度
（原研、東敷大理）中井敏夫

Q凌口

平辿寺放射化釘叩汲讀は目的核施詞麟と

衝町茶件に応て！彗iさかる勾屁 1 号原子

博

文献！）晏露I Boe伽，如叩ど

Scんerrer；厖以吻心危la, 廷牡I ('よI,)

, 
必...I“

＇之）摩o認豆匈！f（ )/a量勺；だ尺，

/34 0 (‘55) ／ク 0--, 

炉謬応／• (f)目下の運詰状況では最も雨調

！ご衝畠が行わ麟，l葛合 犀琴麟（干前 II
時·一午）石4時）の衝鯰ー3 日向繰返し、翌朝

拭料を取出すことができる， 二のような條件下

）こねいて，后放射龍計測による放蔚化崎⑰感

蔑玄握度する計算を試み厄計算 1：：：きって沢¢)

裟項を阪定する，

恩度．・分離した語沫斗か旋射簗／ど'O CP'爪を得

琴必要な元泰量（以g)

頁謬束： 3)<, /011 クi/c,況z/sec

宥鯰紅晦より喜i一叩1j試料調製まぐ疇謬痔

向：豆鴫

化業疇： SO o/,

喜1数疇 <Gr_ /'1．訊数雲 1：：よる）ー・ノ疇
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只1:.(/)阪度の下に算出しi：：匙蔑＼ま沢(/)叩<で

ある、

~―~ ~ j 

戚叩 l 元臭
-•_ 1 •一•

疋／ ~ c.o I I Eu., A凡 L IA., Ho. I'( l --
l S砂 ke, Yb, La，巧

(}.ll/~ 9. I I 
i A芦． W, 跳 Tmi ---••-•-. ----

l 予 •Br. ,S c, C比， U ( Nr 

l 1：：誌） Tb、 Pメ． N況，翁
02 / ~ I I 

i Ta.、 ()S 、 G4. P, クi, Nd. 

l)-If.---------•••--
I Cy_ Ci. Cv. Pt, Ce, 

I ~ / 0 l H3• 四． K. U(/40Bぇによる），
l H o. S た． A g.

---- i—•--.. 
/() -~/oo I Rb. Te 、 B ら T£，巧

~ : ~ ~ ---------~ •”^ 

これらの詣元果のうち A:s. W、 S .b、 Pi, 

Ir, Pt, Zr については坦ご推淀した厭蔑

が実際）二f尋られrゴ忍度いまぽ｀一致することを認

めた。

12. 中住岳放射化1：：よる隈鉄中の夕）ゲス

テ〉の定量

ぽ数理•屎研）咲口噂・

中井敢夫• O井出野．栄芦

躁中(/)夕>ゲス元につぃてぱまだ倍頼

する1z.疋る貶量i直がない．演者ら 1よ中住子放

射他分柿認．隕鉤こ逝用してダンゲステンの

だ愛を．試晃満足すべき祐果を得た．

淀董に当って百振と Le放蝉夕：グステン

出ぶ勺V 亡対する(lfl、 Y)反応l：：：よるぽ7W(

阪 z4兌、声厄ぇ Nev) 四あるが‘會／弓曾

に対する（m. r ）反飼：：よる．ノ終万 (Ti／ぇ 73

d, /3―{).4な Mev) も認ど）られた c

中牲子環lゴよ丁RR-I を用いたD 中牲子束

は～ 3XIO”?l/cグlZ／応迄で衝皇時向はZ·

~3 日（毎日畏塁呻囀脈）苓あ...,ビ試料

は隕飼釦も辱•ーツg (/)フ‘‘ロックと四りと

1)石英営に封＼し，別に一箆量のダ〉グスプン

ど含七掃辛試料（偉嬢鉄）をf乍架して同じ‘く百

英管に応し両芦を並べて同一｛距件·下に衝島

した．

紐営分麟作の大略ぱ‘知吠Uくである』試袢

は王水に溶緋し． タンゲスプン(j)g少女メ互

／夕嘴g玄加え 蒸発戦固後．稀塩酸で洸森

残筍物をアンモ＝ア水1コ額革し、 ）））の

＆を加え マゲネシア混茨で沈澱踪去

する、溶約：：：；襄堰酸を加えて；農締し生じた阿03

を患比令髄してアンモニアヒ溶かし．モリフ‘｀デ‘

ンの｛甜持担体（モリフ‘｀デン醸アンモン）を加え．

大部分めアンモ＝アを除去 L．てから 濃硫澱と

佛醐険少量とを加え．加怒し． 可らむ允局

愈謹樋．アンモニア水匹輝する·戸e世）：：：

よる忌幻吟炉の後タングステ：とオキシン

塩と L て沈澱． b紙凶：：が9µ紅して I.Z心

で疇．秤量する。灰率1よ zs~50％であった。

計測こば斜研凸ーHCo幻必乙を用しI．汝的し

営的純農臼緬反な灼エネ／しギ‘ーの扇le.

よ]).碓わた．

筵と偽隕鉄とtdすして全·<.同採釘U蓉処理

を施し．得られた放射能強度を比較すること 1ご

よって記匿左待っにな坦両吾の計数直には

拭厚丸による自乙吸収I/)栴正を待った．

紐）：：よる知乙oれ公…払？L⑰ jごつい

噂封した綜果 I g以下”咋忙：ついてはこ(J)

鵡はないことを読めた．

C砂応f)五鯰o と H切必〗と(/):::裡

についてそ凡打13 回及t心回r/)実朕を行った

ぶ，平均しマ前者は /_o 戸、f•勿． 後者は{)、ぎ



/.f•'7/t Y1T r/l彰．jゞ得られた．

13. 中性子款射化による隕鉄和／）ヒ専及び

元チモンの足量

頂数理算砺）痴t専

•中升敏夫• O遠菓正

隕石中の As 反び恥辱量）：：ついて疇

にいくっか萩告訳ある硲，せ択らの向こは大き

な差要が‘あP、文もの量秘瓶匿不あるため従束

の分祈法炉感笈すれすれであるなどの点から池

更＼ご狡計される：：とが望まれる．よって極微量

令折に有力な弔注手放射化、分祈決乏適用し｀こ

れらを定量することも号えた．今回ば隕鉄芯得~

ら飢た甜果左報告する．

As 定宦叫那渫として記叩（匁.'a)ワる

As により生ずる心ーク4 CT1/之＝忍． 7-/.. 、
E =&乙 nev) を，＄b |雲／ス／g.b （れ→•)

戊加 ）之よる脱一lz:之 (TY2:＝必もI<==

ね/1eV.) と用いた。函）遠吐吟b （クレ

}))丸Sb に輝臨ーノz 4- (T仮＝ん4

E =.z. 3 Me 11) も生す‘｀るコ l'Z'.:J:.る戻曼も

可能で両者から得られた値は英険誤差内で一致

した尋中牲子環は IR)―くー／を用いた，中牲子

流東 l士・'-- ~X/o”少'C.？尼/--a.e.cで衝魚志岡

はえ～3 日（毎日最大e時間還賑）であった．

拭料）ま05~I，え§のフ‘｀ロヽノクで石英管，に封＼

し＇．別 l：：：一定量の心、知を含む塀準拭料（

渇嘩）釦環 L て同し｀｀く石英管l乙封入、し、両

者を並ぺ｀て同痔に衝亘した»

灰射化L た百的回（碑這放紬化学的）つ祖）こ

とりだ｀すたぬ化学的分離椰長を行った。試料を

②ル心友加えた王kl：：：溶解r チオアといっ

マイト忙より碗犯物ヒ L て分錘，沢lこ力とイツ

ーダー四額辛、カヒ4 、ノーダ‘界製匂を分離~再

じ濯訛物とし癸燈痢酸Iごぅ饂芹 次1之へロゲ‘ンiし

物として蒸留した． A；；；と羞比蒸留没階で留

氾混度立により分別慕留して分躁しrz:、 As

留出，＇約坊疇牲下忍びぇで．全展状A戸 l乞

還元，芽）鴻紅lごとり秤塁計測した， 9b 留出

袈は、～ 9N 醸牲．にし町：：： A;, Ca,ロム久を加

え，心を底化物として令睦，次ヒシュヤ酸を

加えた険稀釈釦り物として沢紙l.l：：：とり秤璧

計測した．

放筋払挙的純蔑ば半減朗艮瓦‘S エネルキ‘-r:r,

両有により検定し厄収羊はA/S Iまスか～ざ0

％，平均＄之佐 芦b は／0～アク少．平均ぷタ

％ぐあっと

試料と裸牢胡手とに卦して同し叱｀化学据作を施

して、｛号られた放射能強度を比簸溶ることによ

って．そ肌芍しの更匿幻行った。令折された隕

蜘よ H函砂'-/f, Ca-li恥訟心わの＝裡

尽それで‘れ 4 回， 3 回の実腕芝行った＂得ら
れた平均直は、 A;;; は灼れぞ汎／4． 3, I之5

?'.”が I Sb l如？．45、 (}.34 ,P・f四マあ

った．

14. 白笠嵌元菜の放射鱈折江

中社戎放射化による醜町も金．/~

歪＇、ウム、イリジ‘もム(/)史量

ぽ放大理、原研） 洪口博．

中井敏矢， 0籠本雄噸

/) 欲隻の日金族元業を放肘化的祈1こより

淀量する目的で本研究を蛉わた。 日本化営公寺

ノ）年会に於マ，基礎研究として科研のサイク

ロい］ンを用いて待った白金族元案(/)分謡定量

｝却喝紐諜を報告したが．今回は訳R ー／

を用いて行った隈鉄中の既 1r, Pb ⑦放射

化分抑こついて報告する
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2) itず拭料『訊砂；r哨による影嘔芝調

べるため． ルを st幻必yヽ（と。して放射化を

行い. fr虜年：Y] 鯰 1虚靡蒻疇疇

化学的に純な心をとり出し4食言初結累試料

約店gま謬 Sh；認必し嗜の影響かないこ

とがあかった、9

3) 白金瞑翫合刷謂餞法虹涙1ま"'t /報と

畔でありその1膨砕示すと ］）月~ l ：：：よ

る還， I[) NH4｢｣ l：：：よる沈澱 印）だ

C. St et,L.em必＾ ら (/)1 む交換令睦法を行

ぃ更に P,,t~脈酸工、ナルによる謀池翠惰

による遠元を行って、欧ー'77L口乙¢として定量

し一 似）よジ‘メチ 1レグリオ知ム）こよる沈殴

戸e による Sc砂匂グ e 、 シ‘‘メチ IL ク‘‘リオ共

シム1：：よる光澱を行って伶（ーグリオキシム塙

として定量し． Ir1ま惰 Iごよる還元を行って

Iyー01e;z;,,fとして定愛した

4) 甑料と S'7:c:t,心迄．Yd との放射能刃比翫し
百旺疇／『名rJ）勺口， 厚）改ーバ

”ノ99厚 IY)まノ 9 戎(?) 194-工y及び74，4

必の／叙ェy !Z° いて守った，

5) 隕鋏中の Pオ， 忍， Iyについて定量し

た結果は次の表）ゴ示す． \ ）内）よ笑験回敢

-- .--ｷｷｷｷｷｷ.,.-ｷｷｷ~ｷｷｷ •".. • 一 ．,..........．．が一•••• …••ウ

隕鉄缶 l 祝1/)雌嘩屑I})定量値！ I渉賎i直
i ?fが ! /7,呟rt i P戸か

. i : __......-••一•;_.“......,.......---•

C砿託 ，／忍．I, {3) I 4.1 (2) i t?.3 C 3) 
区"'-~o 1 ·.• ｷ 
ーー··__..... -•_...._......-•••-•••；ョ·············．．．ー·........ --•_.“. l --•a...... _..."•-.....—·····•一••十一••••-···一••一i↓--•••一••ー•••一

侭呵如呟iダ．『（ 3〉！ 4,7 (3) i久 3 (3) 
··············---••••一· ••一•••一••一·····ャ··_......“·--'..  -i-• •••—.... 
C幻ん。 |30 (Z) I J.4 (之） i 3．ざ（之）

;.-••--•'· : --•••一•••一

15. 反跳による核分裂生或物とウラ〉，ネ

ア‘y=.戸惹鯰鸞分韻

（原研）中井敏夫パ3矢島聖使

（東芝マヽyダ‘研） 旅洪熱

い目的） 復令醜／さい分裂沖が大さな連岡

エネルギーともって反誇卜することはよく知らがl

ている。｝綬澤I坦直拉子rJ）崖径総分裂知泣

子中の菰荏よ 0 小さい喝合は談分裸生戚物ば拉

子クトに跳出する したかゞってそのような条件を

満足させる核分裂）綺筍百粒子乏ぅ巌首公｀他(/)41ll 賃

に分散きとて土くと核分裂生氏物を分散媒守IZ

捕祟すること．硲出来るもし捗命澤財生物酋と令

散I/)化望的物理約注叡凛っているため

その分陸硲絹硬廷造）ゴ行うことが可能とな肛

ば従来の陵用済み淡甜串り再処坦註友に比へ‘で多

< (l>尽で有刹である。
該分袈の及跳現象1ごついては核物理の分野芯

多くのる和砂‘なされている力心核分裂麟賃と

核分裂生紺罰分離を目的いしてこの曳原ヵ叫

用された研麟しては／，之の緻告ヵゞ見ら肌る

l這きない

澄駅疇疇喜的l＝圭目すべさ麟ジラ

ン 〈 U3釦芸たはし叩‘)ーヴ‘ラフャイト系

試料をIRR -I によい疇彎耐麟い生

じた.Nビ一之，3 ク•およな款分殺生岱面の両担1こ

おける分布状況と褻｛心ウランおよびダ〗う，ズァイ

トの粧子直這螂診ラ〉とゲ‘ラファイ，，｝，在毘

合此などとの肉係についで検討し、 さら lご実蕨

緒果についての理論的考察庭行ったd

（実揆） 直径／令クロン以下の鴫騎ラ〉

（し切りパ lましJ砂） 3年； と直径？0 文ク

ロ＞以下のグ｀弓ファイト{?’唸．Iりまで迎々の

菫璽比で混合して試斜をつくり ］•KR —ー／に

より短卑句澤霰分）中性哀照射寸る翠紆ぅ脊

が試料は臭化亜鮪叙即溶液（穀化ウランの溶解

を防ぐために少量の苛社．ヽノーダ‘な添加してある）

中に泊え．よくふきま迂‘r=¢) ら遠此分饂之待い

勾曇）こク‘弓つァイト，甲向層1こ奥化亜銑睾哭



下層に酸化ウラン乏集める．各部分を7にリエナ

し汀奉びん）：：：察め． RC.. L 之釦るナマンネルi

練ス梵クトロメーターによ 0 が祢、スペクト）L を

調べた。

（綿果） l) 酸化サラン、ゲ‘うファf卜，奥

化亜鉛漆褻試特包紙各報分の核芍破生成物存

在比麟調冦諷恥謹鉗部分にはほとん

ど‘召の存在を認り）なかった，またグ‘ラファイト

と酸化ウラ以）重璽比ヵヽ壕大するl：：：：叩てグラ

つアイト部分の核分畏生灰物／）存在比比噌大し

吏匿比3 でア0 佐ざ0て 9叶）心となるJ

試斜邑紙部分疇麟）まグラファ・イトと酸I岱

ラシ 0直量比が増大する 1こつれて知謬が

全菫墨比苺威）二わたり大きな1直ではない。

之） i線ス哭クトルマ謂叡）緒果ネフ～、ゾ弐7

ムー 2お茂）百ヒんと全部1J汀‘酸lびフラン部分に

残智していた、

• 3) 畷侭ウラン直困胡←勺守姿クロン以下であ

ること総必要であ））． その條件を考奥した理論

卿如の美険結果とよ＜一致する，

4) 奥化亜金店を媒年とする退此芍睦去の的わ

り 1之． 7規定硝酸吝鬼紐寸済み診滸）ご添加して加

恕じ酸化ウランを溶蛹し ク‘‘ラファ{•トヒ分龍

後核分裂生鑓即）分布状食を詞茸Lた．をの結

栗還積鰈Iごよる場合と同じ｀掠果を得たの

でグ｀ラブ・p↑イビ哺集立を該囀豆疇噸

酸処理で落也しがたいごとがわかった。

＄）ゲ‘ラファイトの代りにシ＝ウ酸芝令散媒

として用し1 照射ず｀ぉ試料を水1こ溶鯖して酸（し

＼ゲランヒシュウ酸を分筵L た綜果ミュウ酸溶

；茫中r/)核分裂生成物が酸化ウラシ表面に吸着す

るために皇元累と核分裂生知即｀肴離はよくな

がった．

-i 3 -

'16. オ―.:..ヽット T’ トム効果によそ比放恥抗恒の幕

LI 放射性クロム、さ1c, v)製造

＼原研）柴田長夫 •O吉原濾ニ

比放射熊の高L\SI釘辻竜鎚芍離された翌

左原子炉中で中性子照射して（乍られている横

この方法でば凛婆係数1二窮痩があって． 度、まり

此顧雄·(/)晶いもの択得られなし＼廷［毎クロム

鹸または重ケロ凶喫盆左中禅了見顆射するときピ

生じる 5乞 r が‘・ホ、ヽットアトム効果によって3

価□らになること添夏出され，二肌を利用して

高い比放射餓戸ICr を耀する試みが‘ある硲

収率）よ芍註訟某くないe

われ紅注クロ幻り有樅錨塩ぐある Iゞラうーン

・ファー::z ¥.-. 7‘)し一凸令N 芝原子炉＼JR iぐ

ー／， 中牲手フラックスノt;,II叱L/c クit,之, Se.c.)中

でが認照射してホ叫、ア｝ム楚凋紋顎茜塩分

子から稲が出してくる‘的J0 を濃築分腿するこ

とを検討l にこの有披蜘忌回に示すような

構造のもかであって墜ロー蔑かすぐ‘加尼瑚

t- L て用いられている

疇子鵬射とおこなっ疇消扮豆を水にとか
しこれを喝イオ＞哭換桐詣に通すと 丹体深

料は薗琵疇し SIC‘r (/)放射能叩讚瞑

樹晦二付着する、こ仰太 Cr<. 皿:)にもとずくも

のであり． 忍COがJ I/)え炉盈酸⑤容離さ肌る：

紹“

• じ•-―-······c 、(t.9-O S公

r· —•(. ¥ j f/03 .S-,:、>―--N = ~.””'一（し‘.、ハ
r —••··”< i 1,  
(ｷ¥  9、<.)
.. ，·ー·---••/ゾ‘•./

閾如乙＇．成）］45プ殷“G釘 N

證叡さいに（Cハ淑O).t,〕丁叶 (Cr(I-I7 (J )s

改）十I] (C了（出0犀必〕十の三つのヒ°- 7 
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恥あらわれる。これら之00ぷーの形］こ酸（L

する，収辛幻0幻心にも逹するがノ03 訊

恥御1ぅ麟1系数と示し，母体染料の渡在ゃ

知浪祠款冴苅甘錐が存在Iよみとめられない。ま

たこのほか］ご s,cr が1、部分1ま白凶戸り灰

欧1 オ＞交換麟l噂着する日さしこ疇勺

は溶艇のさいに丹体祇料が‘まし‘•.D. 3召旦巧？

などの不諏輝をともなうので．製造の目的

には利用価値ヵゞ低い

クロムり消脳錯雇在用しI. ('11, I) 及応の

さいにホットアし人効果）二よって 3f恥遊離さ

印たクロムを陽イオン交換樹脂尽分離する方法

比振11<も可訳短卓lにお二なえ．また精艘

も訊易で耳パ l蔦L湛放的能の吃r (/)帳

造は有祠な方法であるヒ兎われるや

17. 迂菰配オ以の段1凶囁程字けるl司

位体の分別

（東士大）岩崎芸沢 0福冨博

、下島光

自恣界におけるイす切同位体¢舟別現象につ

いては既に多数の研党が‘行われ．その綿果．皇

い同位炉唸ヵ、競l渭位配茨よ D も謝酸

化段階のイし合的に漂雑たれることが明らかにな

ったC 濠者亨釦こ釦物と硫酸塩0.)即澱化

還元反応において 1 オ切司位体加令別と考えら

を硫（オンに酸化する際に生するィす沙 I司位

体(/)令別現象に〇ぃてf配ぅ。笑蕨は次(/\よ土

符った. 3ク区でラベルした亜琉殴ナトリらム

を識興する．

こr})ためI~害若等1ょ 3夕＄でヲベルした疏限

鈍を、黄鱈卓末と共に直堅中で加熱し、虹＇

た放射牲·(/)亜硫蔽び‘ス芝粒状(/)ォ3妥化ナトげ

ムに吸収させて亜硫酸ナトリウムを調製 L足

これを瀦液と l 「：：：後一定量の奥素水るカllえて

亜碓殿·イオン(/)一郡之猿践iオ＞に酸化する。

澪突左＼れた塔lこ宦累かスを達入てきるよう

l：：：：した栓をほどこし溶茨和ゴ竺素か‘スを通し

なぶら濯眠と拉えて落液を酸在とし．末酸化(/)

卑競浚イオンを令餌す歪；；； 1 きっゞき空素ガス

を通して溶衰中1：：：溶解L た亜菰識力‘‘スを途心

し こmを氷酸化ナトり加ム意液に吸収させる、

麟酸がス之追い出した溶液には塩盟ヽ、リ叫

溶液を加えて流酸イオン左疇）｀A として

光疲させる．水酸化ナトリウム溶液lZ吸収され

た亜硫衆か‘スに 1謡姉述‘(/)よう 1：：一史量の奥累水

左加えてその一郎去硫酷人オ＞）こ酸化し．以下

同杯に操作する．二のようにして放射荏亜痴殿

｛オンを硫殿イオンに分別的に酸化する揉作左

くり返し． l 連の誤霰匹約乃•'\,,之 o コの硫酸

バ‘炉ウム試‘料芝｛衣輿し、 コ1 ら(J)放射架強長と

悪限唐ユ法で測捉する．亜硫識ィオン乏酸化す

印る疇を放射挫l司瞑本35＄左甫し‘て研究し， る際に イオウ同位体Jヽ令別が起らな！切れば

た， I, :?. } 

本告は引きつゞ＇いて行われた亜硫酸イ-a--:... 
ー・ ' --

1) I、 L 血知2C』必， H. 戸叫仏石r”“’ ⑳IメfI.

ふ位‘ク9loj切也、か心，グ吻几 s~ 

J呟ル？し五 495-494 (/95茅）

ZJ I. I 叫呟辺五， I／ s脳フ？lo圧Ilえ1-/.

ダ“如石以， ．iんん扇 3.!. 49｢ (/ 9 タJ')

これら診網比放射能は実験殿戻内で等し\\)古

す‘念あるシ笑瞭醜諜によi韮芸僅ヵ、ではある

ヵ疇叩）比放扉芦叡如）， 酸化及応屈嗚

）之得られた靡酸べ‘》ウム(/)知妍険期バ d屯

比較して僅か 1：：：大さい此放射能を有するこの

結果は高酸似我階訓し含物l：：：亘い同位体が‘濃絹

さいるという従来(/)綜恥シ致する.).~心箕



験を穂々『刈条件において行った結果1ごついて若

干の検計左加える．

18. 1 オサ同位体の瞬化およる‘遷，元1ご均ナ

る分別効果

（東工大） 0下畠光•福菖埓

•岩肴岩次

われわれは次l：：：菜すィすウ化合物呵椴化およ

び還元反廊の際に同位体効栗小あら）よ訊ること

と言屑べ‘て液厄

琉殴イオン 一デーイオウイオン

（硫酸lヽヅ 17 ム）—-全 ⑬硫化水累）

イオ‘シィ寸ン 一一戸琉酸ィオン

イオウ ・・一—手縦酸イオン

亜葦知む →疇ィオン

実験から得られた枯果を説明するの厄酸似還
元状歳における I司｛協勘乎翫 I柔か1ご．反応疲
晨lご反 1ます同位体効果芝居慶する必要がある、

これらの綜果を維合して述べ‘る．

イオウ(j)硫第凶才ンヘの或仙ギ知/})i{ロくに行

ったし S-3夕でラベルした結晶Aオ匂と四

蝠化炭素秦液とし． lN. H改． Byz を加え

痩器(/)..l:.で四堤｛以足秦層と水澄液層とをよく

よせなが‘ら反応を起させる．一定時向後．如容

液層を分離し．堰化）豆）ウムを加え．加悠熟成

した後．硫酸Iゞリウム沈瀕をあつめ．徳凋あっ

みの方池で放射能を測る．酸化反応·の最初り展

後に得られた試科m比放射能の変化ば約パ｀りo

捏度であった。

-|5-

（原研） 0 海危原菫

放射牲同泣元票を製造する最も一般的なり2

,n 反犯lご於いて1,i:成したアイヽ）トーフ吃

疇するl：：は箪ゑ以ー四匹ク芦

四を用し＼忍噸‘実用的である。

この報岩では寒担1本のケイ案ー3／および・リ

>-32 紅蒻する国的で T必知デパラー

，ヂ lて柑生子を晒肘して木ヽ●トアトム劾

果によって稲ひ‘出してくる玖9/3 土‘よひ， 3／怠

ど心忍辺一心の法IU って令鎚

するこl:::.~試みた照慰堵果l 二＾いて述べてある．

これに似た報岩l:::. L ては． 0. Eャ灸4如 お

認 K、 r仮flフら応丁吟9ふ乃びたに一

四ことをべ、ンゼ以填じて西号照射をし．

水または活牲炭且辰ることによって 3之？五瓶

い比放射肖ヒで得ている。 この場合（れIP) 反庇

l：：：よって生成する 3/応し｝共 Coo.fし去 P 、 3之r

のみたついて結果を出 L ているか‘. 3ユr)ごくら

へて数：十浩r/)割で生す‘る 3／ぶは半戎期し之．ム

-/(_)は短くても令饂して測戻する 1ご1ま充分な

量が‘ある(/)~ 3／虚 lごついても抽出率等芝出す

：：：とにした。

本実険に用いられた中牲子源Ii料学研究所の

戸クロト＼ゴンである．尚中性手恥よターゲ‘ヽン

直算篭祖3呟A で約／げる／C-?Iし幻／ Sec

）ご相当する心

こ1/)芙瞭で得られた結果を次l：：：：まとめる．

I) 中牲子照射をした T` B, Pを吋 I之． 5

のアルカリで抽此する：：：と1：：：より 3升FL堤全放射

能(/) 54. 3心 31ふは全放射能のが7.5 1凌

19. S幻必ゃl-0仏んゅ口迭1こよるテ T B̀ P 層から水層へと，り出す：：：と力ゞできる．

イ秦 ·-3 Jおよびリンー 3之の同峙袈 z) 印生隷鵡墨謬玲競までの時向を裡々

造について ）：：：姿えて抽出学の夜化を調べた所 3えた）之つ

頂敦大） 池旧長産 いては全放射柴める ”o が令髄可箆なヽめ苓



も

--lb-

あり 47%1ま充令疇疇疇鱈鰤鯰

形である口

3) 這中(/) 3ス戸と 3/ぷ芝鉄型•(/)罵•ィオ

シ交疇叡暉することによりそれぞれ疇

襖芝無担倖でとり記レ， ア）レミ：：：：ツム板による

啜取曲練およぴ半栽期屑誼Iごよりその孜射化

学的謎慶ば. 3予は／砂'-07". 31$し＼士

．究祝？3 t/.、{!)もの左得ることができる

20 . 丁 BP 0中性子戻尽射Iこおける本ヽ,, I、ア

トム効果—- りれ，'()および沼、ど）

麟び指の患窟、pr-久s e. ef和な）

し東大理・科研）斉郷言）号・

〇怯野博放

痩在まで多くの有扱I、ロゲ‘：：化物か，，げ）

麟で．その凝固却、以下の温渡で中1生引照射し

た湯合と，凝固点以上芯の颯合ヒ芍辻一般に

｀有痰瞑季'‘ヵゞ衷り前巷(/)方が火きl..\こい畑

られている．こかは反跳原子におよほ＇す喋体~(/)

慨度もしい奴窃晶構造の影督と考えら机 ‘祖

の影警ーfl也Se €紆望＇＇ とよぱ｀叩している”

疇の影噌)a-もの1まがlZ.も再甜合幻奈の因子と

なり唇忍硲郡汲‘化による影響の万ヵゞ一般1：：

屡であると考えられる，われわれは TB)つ

k tii b“;rJ今'Iし05炉石）の））ンを対象として

中牲我尽射跨のホヽ叶トアトム効果をしらべた。
丁已p(/).‘疑固．点は約一茅D `9C 芯ある心 、：：(J)奥

験可は TBP乞沢倅箋秦を入れたデュワーびん
内（約ー／紹 oc,)または、 窒還（ス0~

30 ℃)において中注訊詞した“中荘翁原は

輝サ4 クロいコン (/)Be -P 反応で生成す

る中牲手を用い叩琴束は約／0-伍／cグlZ/

Sec ~,え～3 詩洵照射した。この場冷~沙

げ1, I?) 3Iぶし、反応，Jlp \.?l,()3-"'戸反応¢)

ニ昔ぶ起き• 3/幻(._半痰期ぇる幻） と 3之f

（半激蛾 I43必）の放射能ヵ濃柘れる， 又ク

勿ノ｛，炉 T /3}ンを照射後 ぇ04/lj' か石油工

ーテルと忍万叫万泳と混含捩とうして水層と

分薙有採滑にさら1ごえククば(/)水を加え< 0 

返し振とうして分饂、水屑叱伍捻渥）まそれぞれ

ふ笏I/.(/) 定塔フラスコ 1ゴ多し 水唇(/)方は水

苓 有払渇!/)方はエタ）ール．で刻線までうすめ

る放射熊測定は特戸工業製茨凌哩げ一門昏1こ

よった·，

得ら叩こ壊受曲線から そ肌芍紅の層0) 3/幻

と 3之p成紺能の強さが求められ 固釦おより＼｀

液体の喝令の｀有裁収手勺］ゞ箕出された．この

甥合い銅諏季々と1よ有拭層に残る放射脅靭両

層全体lコ寸する割合を意沫するしその締果·.

（／1, 『） 反応で生成する 3之だの有裁収率は

固体1::±いていちぢるしく大さくな n ー殻(J\

有捉I＼ロゲン化物叩即）抱嗜と同探な繰向を示

すが‘一 ＼クt, p)及応で生成する 3／幻め有破

収来は相¢j変化1乙よって）まとんど影響されない。

このことは反跳原手）J、有誤部分と函結合之）まと

んどしないためか．もしく＼よーい？l, J)及虎よ

りもはるかに大きい及餌紅エネル哭‘一玄与える

しクl, f)反応d)たかこ！瞑制冠際におよ l謬

相変化の影響ぶ少いためと推測されるい

21 . ⑰＇J2， P) 反応）こよる生体試料斗中(/)リ

以．の放射北分折 、沖ー報）

＼東大理・科研）佐野博敏・

0 面蓮寺永原・矩察信房

通常国）がしている生体訳肖-手(j)糀リンの定壼

法は、分祈捺f衣中一部のリンの逸散．共存物肯

による妨恒な、どの急）ご、 再現性ぶ保たれ雉＜，

旦っ，火麟蛉、繹咋也必要とするし近耳 生i詞

リ〉の放射｛い社恥珀蒜れる杯になったが‘せ



の多くはく'll, 0) 反応玄利用したものである．

この渇酎充分なる沙幻鯰淫には比較的長

時向の中性子照射を必要ヒし、 また一救1こ生体

内に共呑する塩累ふら照ャ性手によって 3色¢

り'7l,み） 3予反応が‘足り妨置する，そのため

我々は 31p⑳,p) 31翫反庇で生成する 3／ぶ

ど測定すること lごよって 訳料中fjぅリンの定墨

を試みた。中性空原として l胡弔可サイクロトロ

ンによる速叶嘩子げ喝号流束／尻～／臼 ’It/‘

”戸／翠）乞用し＼哭椅拝寺i句は I ~3 峙向で，

毎国栗準試料（リン酸加いパフム）を同聴に照

射して比較し T乙

本報では放射化牙御墓康的条件屈庚討を目

的として， 骸涼平リンの量と生戒 3's~ 放射禁

(/)匿的痴係試料）こよる自己吸収試料1：：：：：哭存

すると予想ミれる走累による影響等之しらべ‘厄

畏も妨智となることの考えら肛るのは他の元
累から 3/Sしを生ずる場合であるが，その中一

として、試料中に1 オウが存在すわば、 3唸

('ll, ふ） 31象反応ぶ定なしかし通船）

生俎忍半ヤのイオウ含有劉甜たい(/)で、雫しい

坊笥誌敲梵かないと怨えら肛る，沖＝には

号し⑳， n3／均反応）こよる判gi r/)妨筈で

あるが‘•これも賑懐されうる程度であったしま

た他の生成複痙の放射錐による妨善之知るた

ぬナい）・ウム・塩素。カリウム・その他＼ごつ

いて知影響乞しらべた．これらが‘多璽l:二存在

謬醗疇麟寧鵬疇雫辱が、少

翫醗虚麟響礼得る，

22. ヒ酷水秦ナトリウム¢沖性訊訳(/J研

梵ーターゲ‘｀ットか疇の屈迄乙が

虐：：：与える影響

康大理・祠研）斉酪陶房• O'信田功

-IT-

浬々 0)化令物こ中性弓賊肘をおこなって、生

じた放射枯核裡釘乗子価状歳をしらヽてみると．

ターゲ‘ヽット物質髯杓蒙祀九喝令と固倅;(/)場合と

で危知石砂l の直／）むゞ漠な D. -般lZ麟

(/)まヽ照射した場合め方が高いf直を示支我々

はささ］こヒ酸塚k溶和こついて約厄砂（戸rI

またば漂度に依存 Lない） ` l::.酸水秦＝ナト））

ロム統晶）こついて約筵炒という1直を得た竺

この直のもっ葱沫を検討するに当って． ター

ゲ‘、.、い澤誌恥喝合にはナ性弓捕覆呻ぅ及

跳1こよってたち切ら訊た誌令拭．ふたた＆蒋合

する可能性が大きいとi反定すると再翁令d)蜀捏

＼ま．甘然患遣奮栂）エネル峙‘ー程蔑で起る化営受

化であるかり 照射申およぴ照射後の温度雌

庇速屡に影嗜するlまず‘であるしたがってこの

影響を実験的二確ヵヽ訊れは‘＼，平窓合心起つてい

が可能性があるがと方がまたそ飢が除石が一

乙bクし ｛直 l：：：：ど｀の程度寄与しているかを知るご

とが出来る

突験ま ヒ酸水累＝ナトリ汐ム七水也物の結

晶 (Nん之 HA ;s O+ • 7H辺）についておこな

ぃ中牲我鵠担消研サイクロトロ））二よった．

翠射温笈は主としてー／知C 遠寄窒系），

-?Z'と(._ }‘弓イアイスーエタノール）之グ夕

ゅ＇¢ (水または笙盗)(/)三殴陪である．ぼ忍

射愛一）足特向(/)後とp也L て放射牲ヒ羨(/)原子

価乏しらべると低温(J)=っの晃合）ま大差なく

こ炉らと笙温凶易合とでは後右が‘ノか炒淫涙嘉

い K立効1忍らi直を示丸また照甜菱他学慄依

之加えるまなの放置時向び影習を検討したとこ

l ）ぃ辺迄c直しィ直＝ IAs(T) )(/鬱
訊3 (V) t IA5 直）

但し工は放射鍛強裏

え）沖一回放射化営討命袋にて講凛
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ろ低温で偲存したときは／い時l旬度でも

屎釦乙五釦芍鱈凌．化せす•ヽ．室湿で麟す

るときはなお数／ゆ増加が認佑られ臣こが

らの争実はささl：：：：の勺：： r 熙堵令Jという（反

良と矛廣しなし‘e

れは樹靡遺元的（乍宙、こするたあかもし訊な L\,

陰 1、オン交捩濯脂）ご吸着 L たヨ匂槃酸埋の照付

と処理Iごよっご比放射熊九高い沢射性的菓

ぶ愕られることがわかったU 公おこの渇令樹

脂）で噸3放射迪ョウ薬ヵ沿農縮され溶雛さかな

い聰蔵総認れる。これ盆樹龍とヨら稟麟ゞ

23. ヨウ秦唆塩戸的粧担訊寸における木ッ 育掲的）之結合したものとみら飢る，

トアトム効果

』東大蔑・科研） 斉藤信）勺

・庄野博歌 •O塩夏玲手

ョウ累酸囁の本ットアトム化学に肉しては，

丈でに固鈷水痛衆については研究がなミれ
ている。疇ま実った令折法と用いるこいご

ね， それを追試するヒともl：：：．陰イオ＞交換

加翫：ヨ況梁酸塩砂鵡さ虹瞑吋した児合の

ホ C9 トアトム効果，孟ひ’Iご固体lでついて 照射

時濁度の影叡1'兵温I之ついて荷究した。

ョウ累叡リウ繹， I~ ラブィンブロヽンク！ご

い疇Lた申性子（麟＾／ク7→→ec

)~疇｀｀｀＇む磯麟琴
より IO；と I ～ L を分離した．；む澱Iごよる分

踏は，アンモ＝アぅ塔来lご硝蜘銀を加えて． ヨウ

化叙を沈澱させる方法1てよ..D• またイオ区文換

法による合饉は， ます'o../ N(J) KNO3 で ro;

(/)みを溶維 L次1之之． ON (1) kNoa によPI ―

を溶湿する口

回体uk滞液とのク乙玩乙砂は．先になさ

如呼麿靖諜と大体において一致している．
醗／渇玲，常温（盆～忍℃）で綽70 ％で

ぁ9． 湿度の（西下と共に徐々l二疾少を示したり

誌．和荏来の場合の Y喚幻よ砂 l式 25"%·~

あった。イオン如換樹脂1こ吸羞させて照射した

賜合は．y憂よ＇砂は尋以□ 1匂湛玲

における値と比軟すると ＼まるかlこ小さいこ

24, ウラン堀のホヽントアトム・｛噂じ矛一敬）

直大理）脊藤陶房 •O肉根邊也

ふ云 T W, Ini11e.., J.-,、は市芦

照射をう 1ナた郡鼓らラ＝ルアン亡：：：：カム中(/)

碕且溶即漬：訊酌：：よって生ずる迦殿

の最初のフラクションに約 I(') 借濃縮すること

を報し．，， これは U(VI) が‘中牲子捕語(/)同 U

(lV) に還元するためにおこる現象であろうと

建べている応演者らは IW i')i e (/)用いた

屈追辺呻性子源灯℃D)ご、サイク）コトロン

(})旦e-J反応により碍らil1るいと強力な中

性子約用いてこの類鮭造訳してみた、すなわ
ち中牲写を照射した酎磯わラ ::::.IL アンモ＝もム

摩応と 少量の蹂酸ァ＞モ＝~lムを含む沸騰水

に注ざ生成する塩基性ウラニル囁か炒股を沖

別レ， これと硝蔵と印識の知昆合溶液で遠癖L

得られる落茨1ゴ讚ナトリウムパ忌瞭Jを加え

て称酸わラ＝IL ナい）ウムの如殿玄f'R D. これ

乞J芍号将財桑した後lg放射葉を測定したが．績奨

し行なわれた美咳のと‘`(l)場合1：：も 1w i ?le の

記載したような加水分解生成物への 239 リの濃

緬這察これなか憂。

澳者らはまた ウラ以の硫酸塩喉来l之つき次

のような笑険を庁なっにすなわち三裡{J)`

(A). V (.VI)., CB) U (Vl)+U(!V), 

しし l U <. I VJ, 0加さ沿ランの棗酸塩乞含む容、



衰 1こ中•)生認照計し．（A) に）ま U し IV) を，

lC ）＼：：：ば U t V I)芝そ肌ぜ＇肌寺ャリマーとして

加え各々0 U UV) をクペ口汀盆の形でクロ

ロホルム柚出を行ない．こ飢を怒硝隊娑処理し

てい VI) 1/)硝菱容茨となし、前記(/‘突号爽り方

渕こ従って鰤砂芦）しナトリウムの吹澱と限

り紅紺能を測戻した．匂パ彗．し1). lJ(Vl) 

中の 23'/u ,J)殆ど大部分は U(Vl) r/l状態苓存

夜する． （之）・ リ (IV) 中(1)之3列）の半分以.l:..

が‘U, VI) になることが判明したd x．別の

実咳で改こ）中の.z39l）は約50 の系数(['u

(._VI) 中に濃維することがわかった，以上のこ

とから｝扇昔らは以 IV) 叶刃YZ3 グ U が‘\)(VI)

）之なるのはホヽノトアトム効果によるものである

ことを結論する。

25. ;)レル (/)7Kヽントアトム化学 c 沖4 報）

呻旺およな T坪中(f)テルル叫り

に中注紅已照射したさいの放射荘テル

!レ(/)酸化状態ビ澱冬諮

（原大理·和） 荀困信房

ベ稲蒋田万哩弓·

いろいろなテルルか化合物I’こ祠校の祭井のも

鱈中牲子乏照叶したさ L忍裡Jヽテルルの放吋

詞麟が生成する述その放討住テlレルが‘ど｀·

(/)ような酸化状慰噂在するかヒいうことは興

昧ある向題で寄）る濃君らば沖4報いで樹脂

およむ‘TBP 中の〒｝レル \IV ））：：：中佳子2翠村

してそd,)酸／凶状態ヒ木ヽyトアトム·1ヒ学的な療掘

についてしらべ‘互

“Jlfrのテルル左4N ， ム N (l)堪頃職性で険イ

オン交換揖脂 A勿ねゲ必及~ I閲— 4砂改

・(,f型） ／ Cり～之c;; e 火、今，ユ）こ附芦させたも

のおよる叫価(/)テ 1レル乏4N 、 6Nの塩酸忠

一門ー

演9カ＼ら T B ~0 l 厄砂ん） 1コ丘 l て．その抽記

液I之，料研寸イクロにコン、中性手束：／0b~

/c7，砂亨／忍ge) 謬捻～3 峙）旬中注子を賊

印乙のち 陰イオン焚換樹訓コくる領総ぉ

よび T均付加江こよる令跨誌で4価のテJi)しと

ム胴）-=r 1□(/) 分障を行い、各部分'(/)放射肯誌

しらべ｀こなお T/3 P とY':::!手）騎‘‘チオ蒻

I吠ン讚バリ匂Alコこる茫度た量法老用しIて

疇〒）レル訊定量し，このさい疇潤嘩を測

定した．

ての結果陰iオン交換樹詣曙寸着させた渇

合は麟疇の食1」→(/)部分 1-Zおられ

凛卿認酒の部分1こ芯られた。

麟 TBヤ）て拙出 L たもかり湯合は全放射

鯰恥／（内外：り己匈部分）コげ汎睾鯰

幻鰤笥食）こみられた．

なおこの美験撰床途中＼こおける酸図犬釦）

変化炉有悪知らべるたれ1二厄7•,Tとを用いて，

釦評およむ‘謬P 豆テルルの芍環＼：：：：つ

いてしらべたところ、う可れも 5庶噴方文置した純

果⇔ま 1まとんど支化は．みとめら肌なかった。

26. マンがンクロロフ1)レ¢＼シラル岱伝

ルマー反応）二ついて．

⑬‘栗灼町 (J鈴木1疇

、原研） ・村上悶紀雄

（目的） クロロフィル0中心金昼を邑々と

がえて燃中牲我頓拉二ごろ注る。（外了）

反応(J)急窒影渇ペシヲル k4ヤルマ一反応去お

こし． アイヽ／トーフ°(f)袈逹に利用できるものを

みつける，

（恥戻J クロロフ 1 ルの中心全展(/)マグネ

シヤム左マ）がンにおきりヽヘ7k落牲にした化合

物乏褪捜してターゲ‘、｀／日）之す忍このマ＞ガ‘シ
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クロロフィル水疇知疇加クロトロンによ

疇輝謬饂お零素．gm げt,

y)I釘這おこるある瑶雑l照舷忍これを為
酸牲とL て有談窯媒l之てダーゲット分子を抽也

する繹に全く縁色がかとめられなくなるま

否恥認くりか、す。水層と有扱溶媒層ヒIごわ

けてその放麟む測定する。両樋1乙あるマンガ‘

汀ま芝れぞれ遥酸舷疇ョウ累酸温麒て）坦色

定量した．

・（結果〕 据酸牲1こするコ lZよりクロロア

ィル］如兒全に肖裁洛媒曾 1：：うつリ水層 I乙ば全く

戎蓉Lなしヽ、マンカ‘‘ンクロロ可）レの放双甘能分

釦功醐噸言止とんど疇L てよい。

丙層の放射能はあきらが1ご S今1孔い乙釘痔

圃 13, 7r) による知）であ.D―その比放肘能を

比戟区よるとあきらかに纏の方ぶ高かった。

水層と溶媒層r/)比放射能の比をみる L. I ~3 

となった． Lかしこの比がまった＜逝le~起易

合もあった。リコイルさ訊た叫は種々の麟ヒ

鵡にあるこ碑易に翅像さ肌ることであ_r:i,

これらについて稗勺鱗を加へ、油出分離麟

老へ文クーゲ‘ヽッド令子と叫との交換涙応につ

いてもしらべ‘た。さら l噂紺前のターゲ‘‘‘9 卜の

求業もがえてみているこれらの結果lごつして

板告するつ

27. 放釉叡J的吉翁統抗貢ーセ矢ジフ

ェ＝ル

直東大疇研覧嬬釦疇「）

〇脊藤一夫・菅 ぅ告一

•野総正天・犀1道子

（目的3 シンチしーターまたはヤェイウ｀、レ

ングむフター淘蛍光体に用いられる有·槻化合

約m ケち）ざラポ•リフニ＝ル化合物択屡れてし＼

ることは多くの研究の一致する所である。こ．0〗

荼列市現在ま灼ご製造さ訊 実用化さ訊てし＼

るのはクォ・ーターフェニルまでであD. よし高

級なもの履幻磯螂鰭疇、から予恩され

るにもいわらずこのよ火げ揺］をもった荷

究総行われた倒はない、我々試セキシフェ＝ル

の合式（文献あり），祷餞，および蛍光特牲I

シンチしーターとしての独熊テストを試みた。

（万涙〕 合成比＝万法を試丸rz:“一つ汝タ

ーフェニルよ））出発し．次の投階芝へてたーヨ

ードターフェ＝ルとし． これをもルマン蹄翠

→嘉→N晶→

刃十三肱¢1-> -I . つい日銀で縮合

せる．他1ま． P- 三トロビ＇フェ,::.)し お腿‘ベ
ンジ‘ジ‘，，より出発して， ァーヨードビフェヨ

および｀戸f！ージョー｝‘＇ビフェ＝ルとし， こ訊

奈ウルマン織合さ辻る．

精興）こは異望昇華波および｀再締晶涙を併用し

たa 浜望昇華法）ま大型べ）レジ｀ヤー中忘水錦注
/0―4 なし＼し·/0古:,,,,1かしさ訟00 酎涎で界華

させる．再結『卓甜菓はほ浪点のものに限ら肌る．

じーシ‘‘クロ）レベ‘ンゼン，＝トロベ‘ンゼン，酢酸

ァミル、デトラリンよーメチ）レナフタリンな

とを拭た。ヒ豆フェ＝ルのこ肌らの溶媒十

麟麟度は著しく少で、窒読吐いて1よど‘の

麟）之む測史でき忍裂げなし＼ラトラリ：：の

麟、霰そのクocc '1"")z: o．／戸麟と）ナると兎

計）卯る．

鞠賀の同走は融、 (4れO 泣位といわれる）測

定討筏疇謬るため昇茉疇および紫外

麟収叉ペクトルによるが．何伯疇l\虎も鵠

謬なし＼翫痢甕は日立令光氾蔓訃の紺麟

置によった 2



シン今レーター特性屁郡芝閲·求日ご企．ウム

一えノクの A 線を用し＼． ブずトマ）レプィアラ

パーおよび通常か疇叡噂也脊｝いた，駆結
晶のセキシフェ＝ルがえられないため こ汎と

渓お疇逹ほゞ同じ叉する広ーフ‘・ロムナフタレン

およぴ人ークロ）レナフタレンの混全陶で細かい

結晶をうるおレこねこポロンもムー之ノクの

人、急まあてて生す‘るぺ)旦(J)測茫を行った。

（結果）セ共シフェ＝）は調｀i加の芍法を用い

ても合戒可能であるこしかしその収挙拭若しく

速し＼，その原兵］は切レマン掛葬ドの際質を収幸掟

あると塔えられる．矛合認よる遡合共生す

るクオーターフェ＝ルとの令離には薬空界華ぶ

よし＼ようである．

再緒翫量的効卑呻大変よ Lぶ．く 9 かえさ

ないと糧製平麟であるテトラ 1) ンか環

晶したものは無色麟麟ゞえら机る捏再、特娼を

瞑Lても外卿趨鳴頃‘らず，人一又今ルナ

フタレンから再結晶すれば＇リン芹状の結晶とし

てえられる。しかし此ナレーター銅豆癖

／結果によると 鴫晶したものI六．こがを澳生

疇したも/})1ごくらべ能率ヵ渓もし＼、 こ爪＼胡蛍光

阻言物貧濱澤湯ヽら＼りこむためではないかと

考えられる．

28. 〈が，か疇I二よる放射化について

げヤ 7 報）

ィ＞シ‘’\7ム 0 (a'，ef')反応iこよるコパ＇

ルト 40 げ線凍尻碍靱眠法~

（原研）池田長生・吉原‘榎＝

·O萬田一夫

筆者らはさき1ご銀およひ｀力只りム(7)ノク2勺

勺(],t)/07カ／／ゆ呵99Agおよび I/匂メ人がが）

///吃こ疇、の放尉化斯面填芝求めるさい）て
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/J• l?! (r，ず） II5門ふ麟虹畔と．して用し＼

る］が）嶺渭測疋法忍惹i用してみたが‘．今回

はさら）てこグ）（ず炉線璽渭誕法の適用願囲を

睛らかにするために日本原子力研筍肝のノ〇

豆戸 l) -(/)コバルトる（）ず線源を用し＼て椴

計した。 ・

A ンジ‘ウム・ハクを之絋X ぷ,PL の大きさに

折りた麟／0 キロキュリーコ⑰卜 4o Y 

疇虚鱈し＼ろいろ麟置）乙おいて、生じ‘る

汝射能が‘ほぼ碗莉に逢するまで照射芝おこなっ

足こ即ととも 1之ビク 1、JJーン線駆騎拉詮、び

化学的線蓋則定法）：：：よって練雷剖足をお乙なっ

た、

インジウムの放射能（飽打僅）は遡源屯蒻

麟いろし＼ろの距睦）乙おいて他の線匿率測定法

）こよって患られた綜量率と疇謬，すなわら

心巧Aのげ，〖）麟·＼こ対する放射叱：怖

面揖rJ)値匂知ってコベル以り頂緩四線鬱l

淀をおこなうことが‘できる． L＼ろ lもの屯さ）こ

おいてもこの線匿渕淀法）：：：：よる線墨率の値と｀ ヽ

他の方法による1直とは一致する、．た尼し木ヽ叶

担）レの壁）こ淀づくt-. この方法lこよゐ（直は代祉）

謬1：：：：よる1直とは一致しなくなるこれ＼乱望ヵ＼

・らの恢哄国疇姻他の知去）こおいてはみら

れるの）ご． （ず， Y）及応による方法、で＼認られ

ないからであるJ

イ謬＇もムを用し＼ろ（ r. ff遺嗣捉謡コ

疇卜60 ず綜躙如虞囀甲疇噂

節ること尋恥か＼こなった、まだ堅砕‘'から

(/)撤謁果屈飲叡りあるとごろで一次 Y緑競泉

湮率麟める：：ともこの方法で印可能である．

29. アケ＋＝卜‘、(/)トしーサー化学的研究

（7' Z袈）
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丁ら｝2- 鉱段向(/)菜九デ汐ム/))奇配

鼻研）石森膨恕 •o*麟子

匈腔を用いて次の詰桑）こついで築顧出を

しらべ‘た。

l l l 躇澱とTB た （之）堀酸とTBP

U) 萄酸とTBP 14) 禍塩累酸とTBP

スクラヒ‘こグの寺迭と侭学処理乏組合北て

均値をもとめ尼硝酸塩酸および硫酸の案

謬や°ッ号ムの酸他状態TV, V―ちより19

汀 lづ：ずとL てよい 3裡(/)l<dを痔たが‘,

燭羞酸茶露 NP(IV)l鳴せられるべきは

鯰攣れなが‘った。

これらの結果をウラン、フ゜）ハ、~'i;J.塁認＇の

羹と比敬する．硝酸系では HP(Vl) は U

げ）や即（T) と似た立辺占厄1. —

心LCe ま示す。また、 Nr(TV) と冗（TV)

の以値声睛題陶：：対L て死んど仝祢の袈化

釦示す。さら IC:. V(VT) と N p<. VI) は塩酸

釈螂ね<i唸叫／今砂占がC..e.ま

あた透． NPげ）が諄姐及釘謬Iと比

賑する．

30. アIJナニ罰此ーサー化学的研究

（和報）

クペ比によるフ°ロドアクチ=-ウおよ

びネ7ッ＝ウムの溶饂出

（原‘・研） 木村幹
酸牲水溶来とグもコンのクロロフナ）レム．溶液

よい秘る系につし＼てネフ0＼ン＝ウムおよる‘'フ°ロト

アク＋＝沈ムの令配を研究した。
使用しr乙卜しーサーは忍芦およむ‘衣9N侭．

こin ら 1虹硝酸＼ヽリウムおよ lゞ｀灼ラニル老訊k
--だ護鵡れて覇製した．

I l) 椴畷菜、金温亜金詞存在で茶7,‘、9:::. \7ム

i戸． 5 ～ 4Iy嗜殿から Kヽ｛約ノ¢で塔易に抽

出さ化しる ＜ク．；；； N 塩酸での行庫は調べてなし＼

また逗累ガスが存在すると以縫1よ径めで］、と

なる, 7oq}アクチ＝ウムも 9.5~4N塩粛

ら抽出さ爪る総，全展亜鈴あるい1北昆槃力‘‘ス(J';

喜圧ぐ以直ヵ灼菱·化しなし＼、

•I N.t福躙こついてフ°ロトアク＋＝わ＾および

ネフ゜‘‘，，＝ウム両者の以直と｝蓉裸中のク℃ロシ

の漂良以）肉係古喘恥、、ら氾↑乙

（か 硝談系，ネブ‘ッ＝ヽうム1ま 9.5~ I.SN 

硝咳より以＝ん9位江忠抽出さ胆るぶ、フ咀ト

アクチ＝やムは IN以上の蛸酸からは抽沿され

なし＼．両元素のド4 凶畷洩度例封係をI'-J). t,ム
’、

(/)湯合と比賎する．甘因をい）汐ムのトレ—f
サーと L て用いた，

(3) 語塩痢蕨系．ズ．靖遥檻泰殴より和0

ヽッ＝ヤムは灼I= I 位で抽出される．

上述の切くク交ロン）こよる抽土は此疲的萬し＼

賎性で行えるので．つ口にアクチ乏注． ネ 7•9

9ッ＝もA¢囀製｝之利用できよう。

31. TBP C t r; 砂打 I rhos長te) Iご

よる之Y rJ)令配平衡

ぃ原研） 0語沢弘ー・廉れL之助

ふ9(/)TB戸一硝酸荼でり）令記平像を測促し．

四r/J T 13 バ抽四叫毒と抽出反郎の平衝定数を

推定し7こまた TBP と他のリ；蔑エスデI), と

の比較も行っ厄

Zrlょ 9笈行のt厖召cyを用し＼ 一吋ri er

f厄 e 及もt'か＜ゅーが1 C7)今y,,·e y芝加え

た喝合）こついて行った。

TBPその他消訂泣嗅化炭累中になP/ヽに希釈

したものを用いた。ー君の戻酸）よ:Z, 5. JO 

%(/)TBP壌渡芯行い 23 セ艮も＼‘／0で． 50



包 1 ：：：：於て， ／へ,/ 0 げ硝酸溶衰とJヽ与酸係数

を測貶し乞

TBP 恥 T}や(triy roy刃砂虚I頑te)

Tep」tr ioc tJ I fん0.sf如元）では何肌も硝

酸濃婆炉増大と共に憚嘩数ば堵大謬，また

リン酸エステ）しのアじ豆鎖斜畏くなる裡大き

な分殿閑知‘1尋ら肛る，

ヌy(/)抽記，は

4-+ 
z)' ヤ 11 No;;—t m T/3/;, 

、4名） l ん名） ( O'rg) 

マ＞ Z八 NO汎 (TBP) '1'1 l I.叫）

と壱えると

(Z y (Nら）孔 (TBP)処）
k = -------...._,””"_,....,.--••99ぺ••••---- •• 

(z1) (NO3げ (TBP) が1·

1<d. = ー· • 9• ~"~·--• ~•ー・＿．，．．．．．＂”―

(NO3)1'¥. (TBP)仇

Tl3 p渋度一淀で硝唆農蔑を変えた現合の信酸

係激似ヒ，硝鰈農蔑一貶芯甘即濃屡蕊変え

た喝合(/)kd_よ D ヌyは Zy (No3以(TBP

),z(/)形 ~Tl3Plこ抽出される r ,.z 3 でに於け

るこの反庇(/)平術定数いては

）＜(:Z3"C,)=之~J X/0°

例直を得迄

32. TTA を用いる竺針ーが‘ 1ヽ, 系(/)溶媒

抽出・吋訴洞蒻検討

』東北大ー理） 錢和言男・

〇叩演豊B月

砂Sr -9吋吟難については猜々か方法が‘

房が．抽出分難叶展告は少なく， ゎす＇か1：：

TTA ~之- Th綺凶。認加戸メoy/)ace ―¢/)叫）

による＼訊紐の報告磁返のみで， SY の挙

豹祀対する研究は、あまりさ肌ていなし＼そこ

で本研究~Iま TTA ｝：：：：よる Sr 反び］＇の抽出
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i填する描げ）西淀検討を待い こ訊らの綿果

哀萎Iごして 澱追条f牛を求ゎて、 砂Srー砂y(/)

悪担体分離を恥庄たところ両若芝史全口揺

し分縫することが出来たので執告するJ方法と

しては特lご斯りなき限り次疇くであるり芍

液ロー｝）こ 9 Sヽr -9守叉は約ふ水落、｝た（凸

o. I 忍c. 1 及び緩衡喀液要）立要l這L,ヽて担

体等を添加し）Kにて全容心叫／とする、こ

れ1ご TTパを繹叙襲lコ容諦L所底の浮環とせ

るも(/)之碗必を相ぇ 2分向捩釘昆豆後両

相を追に分鮭し有様灌lま茶梵乾涸(/)後 乙で

”ウンダ贅頂計数し，氷層）よ—pH を測淀す

る． 先づ o./ 1'1 TTA -B勿湿切ぼ·苓抽出した

ところ．一回の抽曲：：：よ D ヽ＇が rH J ~9~ 

93 ～廷必抽出されたもゞ． Syは全臼紐さ

均‘lZ残る。しかし択唇）：：： He『如4辺／、 Ace

ゎ叩e，肋｀凶珈e 薄を恭柿して氷層(/),麟

を焚えて抽出してみると 以o訟グLe 涼．和醐

喝合口は Y 授乙心｀恥yも抽出~- Syの抽出

率はJ:>ioxa?le.淘Il量芝堵すと哨加して．£

“漆蜘喝鉦I玄,社t 9~II ~9 !s~、

統、メ である e 叉漉もか容裸r/l TTA 透綾

について梗討したところ HeX0?(e 及乙＜区()―

砂戸如よる等芍改 S心‘9屈砂吐羹，

可能で，、最溺 rH 或はあ訪差がなく『～？で

ある ' 

以上I/)結果ビ茎すいて． 9‘ふ—ク勺‘(/)双方

を無麟術磨す譴酪法を慈丑実隈lごこ肛禄

炉衷によ P，将如で哀好な念苑的ゞ出来るごヒを

認めた。

33. 罹々の有裁膨鯰翫‘7k撃中より＼＇

ーク¢ (1);'容涅抽出分罷）こついて

⑪汰理） 0 衣預敢泰・河島拓治
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（目的） 浬々の有救鋤雇をふくむ洛、：夜中に

召在する竺S'y (s>o y)から 90Y を箇単に分

艇することは例えI式イオ＞交換帯脂淘二よる

溶錨夜中0 安Sr を定璽する方法としても大切

であり~ 一方：：：：がら落衷和ヽらむ容媒抽出，分離

に肉しては末rさ報岩さ飢ていなし\{/)で特に・ク

エン酸シュ切麟を含む瞑がら(})TTA

llが01i e, TTA ーベンゼ‘ンによる溶裸抽出

を試みた粽果を報告するJ

（加法］. 9~幻（¢0Y) か放評疇I~る

!<.I 西硝蕊認を已炉？祉必 1：：：約｝万c戸クし

を含尤よジに淵峡し．ユ紅記塩類落応ク

＝ン酸アンモ＝ヤム 5% (O,)9 f1), ミュゥ

酸アンモニウA..tJ.之5l1) を避暖およびアン毛

ニア水で名叫に調茄したも(/){/)タ叩戌）乙如え

たものを水祖に取り、ク． 05 ,M-TTA -/./e.ｭ

Xoクlこまたは四方M7TA -ペンゼンのス

盆を有檄相Iゴ辰.b. 令液漏斗中で5令I可探 9

まぜ‘て後．酎瞑籾ナ．それを泊を比同容複

の水相と有痴訳洗痛後忍眸韮発報固して

計数し全体として(/)抽出率を未めまた召だ

れについて冶y/eJ、 rl() tを求紅匂汲射

化浮的純度を求かた。

（紬票） 抽如二朗する網果は唸r(ec了）

について

抽出バ合まる所

麟抽士年乞京すrH

叩出芦ける{Y-90 7尋

呑中組成函—fo33%·

含的％

之／％

抽出仇冷まる叶l

クエン醸塩溶釆中から

仮ぢHTTA-B o.osHTTAーガ

7 7 

お0~れ5 含

シュウ綬瑞溶液中から

acSMTTA-B ⑳幻灯TA-J-I

ぎ？

褻勘抽出率を柔すpH

、必NT府—/3、.C•5l1T]71寸I

0
ノ

Q

r
 

畏高油出におサる（）＇ーク0 7る％ を／り9

紐碑輝成 l$y -?0 /7 % 之4 ゆ
})I、.l::..(1)ようになj) 先に行った節賎塩J存在

の場合のよう l：：：：ぶi-ーダ0, と‘f- 9クを TT/1

ベパむ 1立って知全に分離できない心認
らす‘'TTA -HeX砂e．によってもjクク％抽此

さ肌ないこと力ゞ明かになった。

34. ア七＋ルア七い‘／によるわ ⇒ 以(j)4饂

分離

（衆欠化研） 塑似配信

•田伏正之

ャランをア七釘レア也トネートとして抽出分

鎚する際）条件につき揆計し 核芍裂生双靡

よ恥リウムヒウランの句薙を応たン

ウラン(/)危量口まロダ汀殴瘍法ぢょひア己

Iレアセトン法も 1珂いたゞアセ今）レァ七トン法に

ついては定呈条件も併せて涙約し肩効な方法了

あることを確かめて利用したe・すなわち＼ララ、：

のアセチ）レ戸也トネートを蕗酸ブ‘ナル℃抽出し，

そ応ふ0~3紅ク辺1 (/)吸収を利I司 L て光虔

定匿する．

匠; (Iiアセチルアセトネート乞クロロ木）し

ムあるし＼印疇フサルで抽出する際疇知

所）改年 7が造当四あるが‘、 このyH 成1お盈

の存在， 卸TA (/)海洵なと＇ lてよって度化する。

アセチルアセト〉濃知鳴ぃ混ウランパ細率

l鵡くなるが，細喜Q,戊か麟より 500））⑰

麟のわランを抽出する際えゆアセチ）レア拉

い， ク2痴 EPTA, /()記盈化ナトリ＼うム，

/?/17 よりクロロホルムぃむ</{:>寸— 5mJ.)で抽

出すると？ 0 c/o 以上のウランガゞクロロオ、ルム層
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に移る酷唸フ＇今 Iし抽出でJa. 塩fロナトリりム 定した．

の（t DIご EPTA と甘璧：し内カルミ＼フム、ナ品をォ oえ

ると b ラン戸略食量的1こ抽出することがで：：：：：

る“
上記抽也条件で、 3麟核分裂庄底拘かb らラ

：：と抽出分詣l．た祭有戟溶裸層に移る方討莞

叫·`-4 以下であJ) またトリウムと疇声

l汀疇t某眉Iコ認トリ＼ワ辱 I・物以下で殆ん

ど甕全に分離きる．

35. 過テケネゲ辺澱バ町オ〉交換

、県大数養） 小島詞生・

〇訟蒲二郎

喝テクネチウム酸例慮イオン祖梢iに対する吸

着袖を嬰る感堺楳l：：：ついて Iゞヽ占法によりしら

ベ｀厄遥テクネチわム酸の誤ィすン交換lま硫

酸塑あるいは璃素型描廂）z対しては複雑．である

ヵゞ硝酸即ゞ過塩恥惑翌樹榔二対してはパj]ii

ー／（面陰）＇オン交換勺珀行われる．前者）乞おいて

は ！（西ーパ呵食 1 オン交換lーこさら口他の遥

裡による吸着が行IJれていると考えて倭巷(J)

結果がら碍られた I f両ー／価交換の寄与を差引

くと領瑾痴対数必3 幻忠輝患であ

る酸の活量に対して悪閑i系であることが謎めら

わる， 一芍アミルア）し．コール）：：よる遥テクネテ

ウム酸叫由出）：：：：おける分配年と．隊仁む女換

吸着による追テクネナ灼ム酸の分配保数ド人と

は水担J)酸の叩翫よる依偽社が国祢である．

二れはアミル、アJL コールと酸仁むとの会合

性·イ寸ンが翌叙集抽出の効亭を左在するもので

窟げ，：交換吸着と対比される溶振抽出と陰、

イオン葵渓咳着との助過．1生から 足丙ウネ今ゞフ

ム瞼ま少くとも希塩総麟中から）さ 阿·卿）

図写 しして抽出忠たは喉肴さ肌るものと推

36. )レデ＝、ラム(}):塔楳抽出、げャー報）

':::' 三(/) ＝トロ ‘I（以含物)':::5-,s, IL ヲ＝

ウム四紅 1：：：ついて
洛エ試） 0 田中吉左右 0 甲田善生

コベルト伽史瘍拭薬ヒ・して知られている I -

＝トロヽノーぇーナフトール， 之ー＝トロヽ1-/

ーナフトール 0 -=卜\:::r、ノしヅ｀）しシコモ！火十

）しエーテルは コベルト以外の重金展ともイし合

物を生することも＼＇知られており ）ー＝トロ‘)

-Z ーナフトールによるペラヂ｀ウムか光逗比色

虔雹表＇） あるいは汚：：：ルと I- ＝卜かI -; 

之ーナフトールと1/)化念物の抽出 z)が敬告さ汎

ている， IL テ＝、切幻こついては＝トロV （ヒ合拘

炉つである 1..,-=\n') ヂメチ）し？ニリ;. 3) 

カゞ有邑化令初を生することが C心丘＇l 等によ

って検討され IL テ -=:,\7 ム加及光定匿1之応用さ

れている．一方、該分裂生成物がらルテ＝＼切ム

を分陪謬ヵ浅として菜留法，ば‘ー交換恥

浪く知られてお虹 また抽出令饂去ししてはヂ

7ェ＝）げオ屎桑による抽出法4ヵ速鰈さ加て

いる．

）しテ＝わム疇々の有坂試蓉と有色化合物を

生するが、こi< L ら(/)うち＝トロツ化合物(})代衷

例として.l:.記(})三．（以諏および 1フヽ、ベロン乞是

び補々の有裁澪媒1：：：よる生応即嘩認辮

を検討した．

非放附性めルテニうム塩はルテ＝ヽ）ムレヽッド

釦姐マンカ‘‘ン酸か）わムー碗酸ヽ IN) 苓留羞

によって四酸化）レテニやムとして之N ー硝酸堺

液中に回奴し 冷痔少彰）遜酸に氷稟水を加え

4かがこ如濃して生成する涼赤色虹｀自義）戸玉

、7ム溶液を拭料とした．．放射性iL〒=ゃ）ムの拭
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粍ま臨入した放射牲＝トロシ）し 1し了＝ウムし袈、

担体、）に担体と L て）しテ＝わムレヽ、ドを．添加し

同じく荼留後遥酸化水稟水を加えて加温し

放射牲硝酸ルラ＝わん尿·梵を得た。

抽出 1二1¾和“容の共詮1寸拭瞭菅を用い捩

料l テ＝ウム麟．有扱拭繋這衆、市甑該柴

の一／るl00一月輝）、緩麟睾代を加えて混
合水淋上で加熟する．加煕後数令すると者し

ぃ着色があるいは曙色の克顧‘出咸するが＇，

さらl乙／ 0 令盾狭尽したのち冷知し． 漆·たと等墨

•(/)涼媒乏如えて）芍肉激しく振とうする．液を

翅心分離したのち印恥ヽら） CC 宛0) 訊料を力‘‘

ラス拭料皿にとって忍発報燥し 放射肯毯測走

する．測定に1ま活研紀合1'1カもンター乏用いた

一芍試料咽光六クいほ島凍分光む畏計

芝用いて測淀した。

)-=いコ‘ノー Zーナフトールと）レデ-:::.らム

吋膿塩麟I辞緬布j{J）壱在下に加恭すると障

褐色直這老生訊する。こか這疇即）有裁

輝ロ二ゃすく、考辟し．次澱を含む溶来な＼キ

‘I ヽ／あるいは酷酸エ釘しーアミルア}~ゴー）レの

ょうな有択溶媒とふりま硲泊1点溶裸相 1ゴ旧出さ

肌る．

0- ＝トロソレゾ＇ルシ＞モノメナルエーデ）レ

比Lテ=-ヤムの硝殴塩と反応して赤褐邑(/)?即答

如凶封姐碑じ， このもd) もへ六ヽノンに容易 l乙

抽出される，

硝酸塔疲から以Lの三試薬を用いて抽出を行

ぅ1まあいには領疇歎ま／ n-硝蔑卿却馘芯

最卜値をヒるが．硝酸農度の増加とともl鵡武‘禁

は廻色し．力謁しても着色由即）加ないしまた

水零夜の間と分配係数および裡．々の溶媒＼こ

ゐ）L．テ＝ウム心抽出率左求あを＂

37. アケチ=-ドグ）卜しーサー 1し蓉的研兒

（和報）

硝賊lてよるネフ心＝ウムけ V) rJ)醗他

頂研） 0石諜蜜太祁・中村豆

ネフ°ly：：：＼ラムc. IV) およひlv) を含む IN 硝

談匂、クダ、 Tf3P とふ D ま越る．

泊捩層 lコよ緑、 D か之し新しい硝酸を加えてス

クラヽクを＾ゞけると， 以は次牛）て大きくな

ってゆきぅ越｝こ一定｛直疇づく． Kんの浚化1六

い）式で衷；わせる

（駅）研1 (l + k¢化戸＋
均I1 =...“...--·· ••• ^0•一ー................一ー·,..............―`"........-

（ l叩）？t (I+ 以 V)—れ十

＼以＇りり1+1 (It kd.. IV戸（て
— ••" .........・ー・ ー・....

(kび）•• (It I<尻 IV戸{,C(/)

ごこに 位伍： 11 醤目のスクラプに対する

以直

kiw: N p (IV J(J)以

以7: 1Vf(V) (/)kpJ, 

代： 疇疇凌中での

｛氾 IV1/計(V)}なる比

他． 沖→国スクラプで｛尋らがた水溶来な新

l し lTB/-<v、スクラプ‘してゆくと NIつ（ V) に対

する一淀i)以を得01ごいたる 怜仰如ズ）式

によ〇姿化する．

怜知＝
以IV 良I+Mじ）-?L t怜ぴ

., ~ " 

K (:l t k¢(IV）一つし十

<._ I -Jｷ j<d.,り→ L
• "'.  

¥ I t kd.り _,,l
区）

-庭(f)以を示す酎フラクションは そ肌ぞ

がl. TTA; 里鉗奥蒸該カリウムら注:")cづすする

化学反応によ今て府（iV) および｀ （ V) とするこ

とが出染る→

0)弐および（:Z)式でわかるよう）ご． lく，すな



わら NF UV) と (V) (/)比を.l::.述のスクラビング

で束あることができる従って 3IV 硝践を放

分叫、応することによ文）て起る {\l p uv)0澱（以素

値の変化を追って研究した。

38. 『訂諏·す'0\::l;:;:.\7以）存在 1こついて．

（東大数養） 松裔：：：：：郎

/C＼ブ巧担島）和コ＝ウムJV) のメチ）レ

fヽ｝ 7゜・ロI::.'ルケトンに対す忍饂）ま ．石脊成塩

酸添夜がらで）ま、 I 、ロハl か戻度の向でほぼ‘—

淀で砂％程度であるシこ汎に強酸化剤を抑え
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の反施によ D大塑臼切Vp カヽ、生成する一窃

仰 1ざ半戚期Z.33 日で¢卸良 L てス3国 l之な

知直成蔓ヵゞ月）？ l乙比し大なるため 戸，？

命のとく lz:短寿命核褪を扱う｝房合は予め239!V?

釦這詫去するごとが‘必要である｀本絨告は

恥型の競f℃交換掛脂l:::J:.が叩F と
B, P 疇麟I之ついて硬討し 更：：： Npと同

じ‘くアク＋畔免思1：：巫する厄. H. およ

び'lJ- rf) N公型陰iか交換樹脂に対する行

釣 1：：：：ついて言艮する今~

（実眠）

ると抽出率）’均紐 0 以諸ぶ．婚咳｛闊永菜を加 1) カラム減による之3~作と万 R の分

えると 再釘抽比＇華‘はお外に回復する． 譴

拍記率は加える酸化刑の濃蔑｝二より庚ること

を英験約に確めたので．也リウム、 IV) 及び

菫クロム酸し C汀［）を用いてホ°口＝＼うム(/)

漁蔑訛状態¢叢（以懃位を決定しようと拭みだ。

溶来中における瑕楚さ匹ゴ叩ニウム,'VI)O.、)

溶蒋状態）ご対して この末口＝ヤム（J）醗ィ0電位

印，タオぐルトと推定し厄この祖ま、木°口→

ム炉陽極酸（か竜麟測定値ゃ之）り戸。以

御）酸化特または撫韓溶液が齋廂芯れない嘩戻

と一致する。 るイ即）ポロニ＼切ム¢迂篇を遊離謬

）乙は．之／ °Iもよ 0 長埓命小同位捧について行

ケベきことを結誼した、

39. N 幻型瞑·（オン交換帳降によるネフ°

、広竺辺、い豆衷生底捻(}).令謡 1：：つし＼

て

直研） 河川審士夫

（目的） ウランの熱9キ性子照射に 1祭してば

函u (/)該界によ D生ずる戸区a，巫肱o

d“よ（戸，戸）の他lこ．

叩V 、't. a J 23？万 2:ー：令ご如

J ~ K -I(/)No. I る孔（が主芍束の'x /0侶

/c9パゾ四）において之痔向守性攣対した

麟臼：：：： Iレ名[“'i □71 砂9j)を I N.r訊2

?MIご邁涌＼激：のIqかヤズコルビン酸また 1註
r/ 

ド‘廿'\ ~)~パ｀／を加えて遠光悛荼発椴固し

残還を冠IV硝該巧ば 1ご溶辮して子めC必ゆ

乙辺叫ィりを臣った砂翌砂凶奴 I (X 2', 

ノグ C ～え砂ク'll必沼）ノ⑳灰 4“9しカラムに通文

カラムを 75N 硝酸如9 勿1りで洗痴謬，つ L\

． 7刈硝酸を通-Ii.I~吸善如i11 ていを 239N庄｀

沿止る｀巫砂ふク，·），認だ尋竺

庄砂砂→fJ（か lzより各フラク＞ョ〉

1/)が統スヽクトルタ調べた結果 7. 5叩履(/)

フラクションにIi忍？仰の存在ふ全く饂め輝

ず ¢・九V 5醗がフラク：ョンに Iiた）；；、iま殆

んどなく ZJ?!V戸仇典型的なスでク} I↓がみら

れた。本知おいて還冠県作と待わずまたは．

忍粒によ 0 惹元（ N1., は41団し考えられる）

または硫駿斗＝セリ仇ム1之よる賊似 Npば

“面と考えら肌る澤·fかた滉合は zsN硝

酸1こよりN'P の全郭また1ま一郎侭流出するJ
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え） 1、,·ヽ：→法によるiV伶型訓恥硝酸1こ

おける Npの k<Aか蒙

凶記の方法で鑓臨したZ39仰を用し＼、編麟

※でアスコルビ＇乳喰またはヒドロ夫シルアさ〉

で馬処理したも訓こついて P.5 gの AID3 型

砂山砂 I とぶ?1J11) o. I 、v ／タバ硝酸芝加え

忍痔岡放置して硝酸晟度による l、＇rl rJ)変化と

祠ヽ「こその結果は 阿叩）喝合も硝酸凛度が＇

ぉ～ノo が l：：おいて叫 1直Iま羨葛~/03 の

仮年を示し ／～わAl で K、l の勾配はt3

で増加し、 /oN 以上ぐ急敦ご痰少する。なお

虚淘度によれば硝隈で之釘忠旬処理 l tご

砂囚奴 /0変換蓉嚢に1ま変f⑰l廷し＼．

3) IV必型揃脂に対謬 T弁 隊およ

ぴTT の行動

T-ll (/)中世甜暉加よ D 生する平版．および

蕊u(/)脚難成物寸x／左もれも’れ昂麟‘

Tえのトレーサーヒして用い前と同祢I之して

“°3 翌砂応x I と 0./\.. パ洲硝殴にお

ける以を測定した，lJX,(/) ]、d. Iま『～ノ。

N芍麟匝蒻し Npと同i涌J句と示すが‘

迄3た 1ま7"ラスの勾杞て増加し•f可廿涙高匿は

／ぷ7 0クみ辺であるJ万）まはが担めて']、

さく寺冥丘輝さ訊ない，

げ諒）

!) Np I木？．5" N硝咸．潔瞑錐険 I' わと

作るぶ． U反 Cゞ戸． P. は斥らない故1ご Nら型

陰 1 オ＞交換法lヰ D、 中性照吋したウランよ

り函仰を令謹する：：：いができる．

之） Np (/)N硲緒イか疇については

吸択スでクトル等(/)}文淀的データーが得ら肌な

いい、 夕酒(J) Nr ヵゞ奇与するも(J', L推定さがる、

3 ) 訳 I およびね和も N03 錯・fか

を形成し、 NO3型菜がか、交換捌罷lご咳着さ爪

る．万は殆んど吸着されない この差を利用し

てUも＼ら 1恥の分離ヵ河熊である、

40. 獨ィオン交換悟脂によるナトリウ亭

位伴(J)イオ汀計要平南

l. 名大·理） 0 大；龍｛二氾

・瑾花方武・叫牙雑

同位1切涜湛紐現今広い勺野1功/;:ってオ鯰

て堅華な課題となってお D. '{d',目的の為）こい

ろいろ(}\か却喝用さ印て来たいイむ焚快を

用いる分躍法は掻がで角用なも 0叱考え知れる

芯灯釘噂する売気な研兒＼ま鯰｀なされていな

い、一方潔砂□讀巽如姿（国ま交換め遼オ天保

数1：：：蓄るしい影轡芝与之る恥ヽ、知られているが‘

't-1/'l Iと関する応恥鱈＇妃分とは云えな L\,

坂々 l 誼塑ぐぴ噌0含めユ勺ノールー水む民合

輝中 r(}‘)N戸と NC1.之4 との遺択保数を叡

の塩疇的藷·包湿麟叫菌脂乞用いて涅旋

し 同位恋分語に関する基礎智識乏得るととも
＼ごfす：交換平南の基礎理翁店こ＼に汁する示

虹捷出北んと試みだ

麟唄出益化ナトリウム 1皆湘 1ま NCl.ス3 形

µりuex so -X I, X4, X ど，段ひ'X/Z 球

用いら肌厄，放射廿lva2牛は科与砂笏叩「サイ

クロトロシにより作られT：：：：，アルコール漉蔑＼ま

¢, 之c＇、 34. co 及な’74 厄 I, 佐零彰が＇

匂昂質浪娑と l．ては 0,0/ f1, r. i吋及び I

月が用いら炉応突院1まベヽ9•• チ法で行われたり

選択麟数 K'’= 、 l\I臼）国互乏4 ）／川（臼）

(Na竺〕ヵゞ叙）られた こ口でく ）！ま溶網

中(f)fオン濃度じ）は罰旨 lgt中 O)イオ

; /J)ミリモル数を示す＊ K'’ の直点1"' I 畏 l：：示

中しR
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の輝り分布を測貶し いくつかの仮吏小もと

に呻叶バ輝年を計算し次□環塁拠B
l r己即ち‘

I 
勺 k •門て (1it -b) <•瓦詞l -D.̀;:) 

+ ｢ 

ここでダ．b,反＆’'tiよいつれもある定数で，

伽類諌相中か盈の己｝し濃蔑 Dso/ 穴 及び＇

巧es;1 し はそれぞ＇l澤慕汗及6樹脂中の捻龍

辛である。

十 衷

哭
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41. iオン相畏樹旨1コ麟稀迂狂素醗

踵

稟大・エ荷〉 岡田辰ミ

濯明太 •O瓶原一郎

ヵ＋恥知操灌国とクエン馘潔認用いる椅

這元累鱈編こ〇いて\cl; $re必iI/13 専硲泊ヽ

なりくわしい研究を行ってし＼る力ゞ．著音等はこ



ー：以J-

訊を改良して絃石等より得た稀土類元影‘農令

如ゥ必g勾ク豆忍迄公をトリウムに

ついては完全に定量的に分蒔出来る條件を見出

しに所が‘今日一殴 1：：：用叛図l ている柿士栢元

桑l恥リわム麟それに由来する放射社同位元

泰を多少‘とも含んぐいてヤv,l自恥喝l、放射能

を知ていて疇な放扉t(/)なな如とレ

て用いるの）ご疱L ない，そこで上記の分離送を

モナズ鉱より簿た浣均頴蓑斜勿1：：疱用 L て T礼

及び各稀土魏元素を分龍し その人艮び屈放射·

能琴計って. ：：<T")方法で得た． Trt．心旦

庫 滞な．但謬 ¢l みならj淑明化営的にも

紐叩畷婢祖紅キマリ＼’ーヒして売賛

用し得る串と認め↑乙

次1：：急られた稀土頚走累を知リヤーとして

犀て移方紅疇ィオン這亨る領繹

行い径いエネルぎ‘‘―伽9放射麟疇累である

P孤47(1)筍恥状態繹当した，

直瞼〕 五ゆ啜s、,x ぞ紗～／必が少ん
-L. 

の疇4¢伽．果さ 5呟几(I)カラムを允モ

＝ア型に疇l でモナザ｀イトよ 9得た声疇

疇/o,0ce，釦疇1ご疇 Lて． カラムの

い 7゜に吸恥也 0.I モ）しのクエン醗撃這

冗モご吠でp廿を誹桐筒したもので浣嗜屁行

い約/~っ‘つのフラフション l：：分けて疇と塩

酸を加へてyHx．ざクいて蒋酸逗いて沙：殿

冥，；）漬麟 lて攣飢L て孔恥稀土

霞疇 lた．知'rH s．奴て Th のみが、落、

出し涙に所ふ4 c＇でた豆j心唸

己．況叶l の L t).― -...'1ーーー・、恥．筋l 逗ぶ祖

記こ筐り合かながら溶出し．次l＝そin らと兒全

に箸蓮して NJ ;)みが落出した、、成 Fね、70

として怜恥奇隠さ肌統いで C.::.. 吠溶出する』

妥の後叶I ぷ． c¢｀ししてしQ，を塔記させる， こ

麟で 1：：：し（得ふ＇が記・各フラ•ク今ョン•よりの萄化

物疇沙仮I‘づヽ採—}で成扱旦マ‘ぅ：・トし
｢ 

て合M り恥ダーい合正／3之）とがスフロー

”刀ウ：・ターでメ及び厄放射能芝測定した所

Th 疇吋：：強い放射能鳴められた以外は自

譴澤とほヒんどちヵゞはなぃ値を示すの2J．であ

った，．攀彎疇這疇欧疇を持文

叩ぐe などは数十，，?l 比c/1- l：：：瓦讀叫恣

ヵゞ、こ印に対して上記i)嘩坦頴元素ぱ売令放射

化営手］に慧恕噌硼な放豹窟のキマリで一とし

て（妾用出来ると足ぱ肌る

要 Iご力＼くして得た oe.，叫． ‘I/ (/)踏姐認

I ~リモルづ‘つ紅約3早を径遥Lを核分裂該

籾ヒキマ炉マーと L 芍IJ"·ふ砂呟 5奴直

径I. 0年兵さ叙効l i})カラム 1し吸着さ吐．

幻望クエン酸f f'H と先の如く閉節 L なが

ら溶鐙して名キマリマーを完全に分葛耐させた．

Ce/4.4 尻ク 砂成釦·乙分離ミ汎

ゃ(471ま IV4 の祠分に祟められて＼＼乞

42. 菫ア）しカリ金展(/'l ［オ〉知翠謬ょ

る分離

（猷哩）石橋浦羨・誤永太一祁

・内誤恭ニ・ m、山睦夫

菫希ア）しカリ金蚤(/)分鉗定量Iシ叩でば先

さに石禍一石底．石撫,.ー廉田，厄檎一屎

軍史澱領緯置法スペクトル：考比色法惹

ぶある．濱巷専は今国か悼，心℃遠トレ

ーサーとして 4 オン交狭樹脂l：：：よる一脊耀(/)

可能牲を検討し、ほゞ所獅')蒋渫玄得た0)で報

告する、

I) 'J<.o と CS rt>祖亙令陸

樹脂としては以似也'X 50. ズグ0~400 メ

ヽッシ，溶荊脊Jと L て H Cflを用し＼、分餘0涅綻



的条件をべ‘ヽ／ナ迭ならいこカラム法によって換

討したP

すなわちバヽ→＋法で1ま 0. I "2.o H H C.0 ` 

溶衰中における Rb と es (/)芍布率と求めぜ

か）の氏をとつて令離の自号と（た，，せの結果

虚酸濃農が表し＼程．よく令褪さ汎るごとが予想

出来た．

つき｀lニカラム法では． 池）と已s (J消連請澤

疇釦／ートメーターによって自動記録し；＇容

出位琶と曲線(/)~能を検冷れた．溶出位呈辻、

ベ‘‘’十法、によって予翅した如＜ 垣灌訪濃度ヵゞ

芸 l涅それら＂巨蒻也が1認れて分躙こ啓過なあ

る恥曲線(/)\切叶恥‘.D・ 此l (J')恙さはiとくなる

ことヵ団＇示さ肌TZ。 邸． 羹の添加量が多くな

ると 滞薙辮麟早く出て`山(/)左右．対秤克ヵゞ

しだいこぺかれテイ 1) ングを示す"l;<,,上(/)禄計

険囀嗅謬疇を＼茜應l込れて訪

ム容．5年 X ヽ．伍•l (4) の場合躙銅

aSN)-/c｣ ~麟クなヅ忍の／ノ叫らで

分離を行えば‘よいこと蒻疇．本痴こよって

冴ダ励C.Jl.'ク丘g CS 改を度量的1：：：

分鯉しf尋た．

2) Cs (/)堺難曲稼 l：：及ぼす他アルカリ金

忌の影帯分疇戦において 邸 Cls め添加

置訊噌すと 相五の溶出臨豊が前に出る現象ヵ＼＇

町）らnしたので ＼ヽしーサ一塁ヽ〖汰についで

等）しの屈、 1<+, Rb[ NHご豆存し

てそ机ぞ＇い）溶出位置と ¢天り溶斜曲麟こ反

ぼ繹智を検討した， N□ (3 知g)は4も瓜
より必叫／の向に出て C;; (J)溶腿曲線には影

瞥邸L\. !VH~ (3 加g)は s4.以よD

謬勿／の向に出てばの溶饉に影響はない。

1<+ \4パ呵） 1よ 9砂I戌＇よ DI叩以疇巨

出て． C芦J濱廷位匿と早れる、 知（ク砂II炉

-3|-

改／ウ砂直、以後に出て ktよりも要 1こ ¢s(})

落記位匿と早わるふ上記イオンが‘共荏する邊合

は ¢紅）祖体を加えた場合と漂って 没醸麟

続）よ左在対沖形を保つ→

以上(J·1基礎か.tl：：立った燐雲母中今泣喜溝

の結果1こつ芝報告する．

43. 謁 1 --rン交捩酉脂＼ごよる悪拇闘諷と

リシ殿rJ)分鮭

＼原研） 四方渓冷•山ロチ鶴弓

翠は問知の採Iご 3夕CL (///. I), j3琴の核反

釦：：：よ1)製造へ肌るが、この際副反応の主な佳

威41/Jとして\a: 3芦海えられる，そこで装露

照担体rj)玲gと唱るたり）にリン酪と硫蔑とを

デタ汀iり及もゞ鉄形陽げン交換樹脂布こよ D

令離すろことを言式みた。

用叫即犀はH卸麟夕‘ハ、＇イオン芦 k-

／，ノC> () ~之奴応，，，シュ． 風艇量／象を径

0. 4 cク9l• 長さ／ 0窃しのカラム 1こつめ．¢．タ

ク(-e.g /]  f)i麒ラ＞夕虞麟釦徽化鉄

び． I 疇疇痛島夕7I必とそれで訊別々のカ

加之浣し 硬Iこ IO ク以の窓怪紘流してラ

こ・ダン形反てヽ蜘いたも芦麟麟は

厄グJ以／ク／必し苓なった：じ予傭i実験として

無担釦J 32戸左p/-I .z, 4、ム反もゞ企の(). 5 

釦盆化アンモニ豆滋．夜／0叫 I之入肌上述’の

主タン所糾卦脂柱に流L 屁器涅 叶I 即以誌

紐lご吸雇されること力ゞわかっピ促って訂す＇

虚疇扉を用い 3予臨‘必逗畔嗚埠

在する時につ[(f)流入：冠叫疇餐麟

濃販影響這＼如麟浪訊料を（限り最

醗（十で覗籐を試みた．流麟譴遠叫醗

湘翫飼麟、 2規約疇、；恩出部分d) 三呵：：：：わ

け．それぞ泊 lごキゃリマーとしてリン酸・→遠
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ァ＞モ＝ウム落茨，硫酸の一淀醤乞加え

（応）灯3x}O4 Bご譴4 として放射

能を測貶Lた．自己吸収，後方厨LIこついての

補正は使用した立戸豆＇ 3鴛と同量のもの Iご

ついて同じ侮件で茨策を（"R D.放射能繹羨し比

較検討し足叉玖r艮厨翫麟麟純

展についてはアルミニ炒ム)::よる吸収中線反ひ＇

捐凛曲線によったしスフラクゞョ＞コ Lクター

により=郡(j)琉記曲線もとった疇

以上rJ)結果からけ）弓＞タン形樹癖主を用し＼

た場令、 3:i!pは PH 令以上で茫全1さ吸着され，

翠はpH因問｛系なく流出，するがその中荘Iま

ど勘紺知残るり区）鉄形樹稲柱を用いた場合

立Pは所に商係なく莞全1こ吸着されるも35S

(1) Sか雌瞬釦滋羞.,4頂如混合試将に

ついてr/l分離状況甘次の曲くであった．

流雌部分 昂夕（佐）翠辱）

流＼液＼／砂I正） じ’
4S } 94 

光斑侭 lIO”)J)

゜
え？

名ルガrなIO?I必） ,, C 4 

誂度 /c) 0 / ｢2 0 

44. 同位元素袖玖足量法による植物中の銀

の走重

直北大・理） 鈴太儘男

ある酎n此放射紺蜘r))放射性同位元素＄放

謳A，貰董 M.:) ビ幻譴直 <ns) の元素を

飼試料容茨l：：： 生成物(/)句随統塔易ぐ‘しか
も全元秦匿よ D少ない限定さ~1たある量パ、所）

繹応するだけの重〇）試薬芝加えて得た生成物

を知その放射筵 (Ae) を測定すれ＼岱 A e.=

A ・ 1WI （竹しす一 ns) の問係から ns 左求め

ゐことが芯きるこの同（立元素銅双璽油謬l

位も秦柿麟と同じ屎埋であるが‘定豊は放射

能測約ど‘けででさるしいくつ力‘(J)禾棘、がある，

本法による極物けい呼の雌賊良璽I乞つい

て1ますで虚JIご報告した．生物中に広く金邸含

ま訊て謬認）よ明らか芯あるが‘.せ(/)定量は

ほとんとなさ机ていなしh(j)で本杭礎珪む＼ヽ.I7J 

草乏対象とし銀r})淀量を拭みた．

植物体,])乾式灰化ならび）口銀1/)抽出環縮のさ

ぃ疇訪雑紗芍ハおこらないととはすで）てた：しか

麟が‘それ l乙従っで欠のようにした，，すなわち

風汽ヽヽンカ草を約んoo °¢で札遁ま苓灰但しご

犀“舛9(/) 椀知量を姉え稀硝酸処理，なお累

落麟迦胡麟豹化アン毛ンで処理禽蓑、査を稀

暉I＝履し先が可溶部と含し， 所をほゞ5

に L た後 EDTA 涼加 ジヂわ心叫盈化炭累抽

狙をく 0 かえ支シ‘‘チヽ）｀ン層を分解し一淀容積

の試‘料溶液を得る，こうで放射能を）まか D 収差

を求めるウ採用した処理装による回収率1本浪好

と匁られるが‘．あとで取率叫官正が可能である

からここでは諾振（知芝遼当［召紆略iこした，よっ

て収率はギゞ之ね乃～鯰ダ月程度であった．

試料溶砂一部をとりこれに含まれている銀

尼対 L下足量鯰｀十ヽノ＼ヽン容表芝加えて抽出 L そ

(/)放枷誌1年かれ 1幻‘先0詞係弐J,.,D 分祈直嬬·

まる，別tz:. 1要用した：ぎ＼禁『フ汚·ンクとして本

法1：：よ〇酸性犯ロアンモ‘／和7.) §即冷有量を求‘

松た．先に得た分析直に対し収率ならひ｀＼ごブラ

ンク補正をして正しい｛直ヒ L t之．その結果）、

ヽッカ草の息即含有量として風芽悲筍に対し業莉ぐ

は(). ? 6.）ザ・クI' 同じく茎部芍ま 0. I るア·雇

の僅碕尋られた。

45. rS 線rJ)後方酸乱誌阻可した金昼の分荷

去l/l研究

（東北文•金研）後恙怨弘、｀〇池田璧良



活
委

J
日

忍線叫咆和町渭諷瞑豆｀反射約I肯の原子窟

号によって異る荘麟和用し. :;;元令金麿環J罠

令折這庇用左該みた。錢繹いて＼‘-紗

(Syー五） P-3又芝用し＼これ等を鈴と半

印録、でつくった小さぃ容器）ご入れて一次線；見を

遮宝し誌科庁 I如夕綿源に相対する面IJ）み詞抜い

た将リエチレン叛）：：：：：を唇させて鍬乱8練のみを

¢丁，｝ワ計数管を用いて瀾定するようにした．今

叫十数椅と線源との向に1ま M 吸収板を入れた．

この方迭によってフェロタ〉グステン中のタン

グスラン反びアルミ＝ラー鋼合金中(/)銅(J)足量

を試み、た条詞姥報告する·,
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雰稀釈紺芦雲麟 Hf(/)輯記ため1こ

国易 1 オン紅鋼揺麦匂用いるこいしてi醗

彦涙討した．文献に昆く如くiJ, C̀ 5 へ—<>./ M(!J 

麟酸麟翫ら:Zyt !Ifは麟 Iこ鯰 1乙吸

音され ついで C. L, 4 5 バー HHO3 t o.6 f 5 ，炉

クエン畔繹によりヌ r Hfの 1訳溶競さ．iヽ

て来る 而し乍ら粁／ヌY 力 ‘ゞlん砂以下と

なるヒ 町がすそ乞引いて Hfを＞弓洪して迎

る亨を知った．交換樹脂積紐：之国待ヽ双ても

冴／-gyが｀ l ／I`l‘•下では成功しなし＼、そこ

でロダ｀ン金昔塩ーヘキ‘心抽出法により力を凛

縮し「：：待 Iご、イオ．、交慄法を待った所ヽ． l. I ム

炒の守匿まで定量記衷iとシ

以l:..戻綴緒泉をまし釈て報岩する．

46、 ジルコ＝ウム吟）＼フ＝わムの同位元

累辮詞析去

｛康此大・全研） 天藍楚

芝y守のHf rJ）足曼法としては古くは菫量埃

l：：：よる向妾定量卑遠l9ら訊羨叫·恕む分先が行去，

放屁活性化分祢法採用いら訊ている而ばら

冠法も放射似去し装置その他が一般的謬ぃ

麟、がある

窄昔詞f彰元素稀蜘折法を刹用してど臼コ

詞f ¢淀匿と試叩こ

手備疇比して Hf(/)慄準溶知．げ 3 呵

／処）必を各愛とI) こ訊1ごパ／均を添加してあ

旬票準；蒙食 (O.J巧llg /?IL()、左加えて 50 ク）レ¢

に菰叙し をり） 0.5-7.，／をとって，比放射や糾生

猿の淀数と均量馴卿麟捩印 Tc:,をの結

果な／均ホ加標準容飼比塩麟を売分大とす

心‘グ． o／之呵／？贔から），991のIクIし（靡に直

礫麟を示しまたぬ琴蔑）まアリサ‘叫謬

ごる疇訳試疇液j?以匂）叫匿鱈

りだ｀算忠笈＾れば、•K い、ーとを． E： L iJ亨 1を

47 哀分裂I却成物中のルテ＝＼加A (J)勺餓に

関する研究

＜東北大・理）． ヱ熟冽

孜分致生成物（以下戸 r~) 中に存在する放

肘性Iレデニヤム）改存在嚢も比岐的多く 化営的

輝h}]ゞ復雑なため疇の分祈振作'('.Iお弓渠を

起しやす＜ 令爵且力ゞ困雉さある． 従って Ru (j')

分箆）こは脳幻）ごよる系溜法が、最も紗く用し’

られている．

そこで濯者）ま尺y中の ku 乞無担倅さ沈澱

法により分離することを最終目的として二、三

の実殿を試み厄

\ I) 硫化物えの先史：酸I生で／泣塁 3

ぶ沈滉謬｀ること 1て着目し．戸．化を恥て

C凶之I.. Te伶•，忍“ーを担体とした時v涙麟

認検計した，

麟 Cu7.十 5ゥl§ ， ｛詞担体．文 Be3+5..,嗜ヽ

望＄，，19g)乏加えた場合、加えない場合

丁ごり砂J(§ Sご十／憂咽 左用いた1試合
グ



ー逗—

について応 5 万‘9)、口.¢．訊I-疇疇 Iご

より．：虎澱させた，そ匹繹（；心に謎·]7砂

戸、化 が哭泥し Te, S.名(/)場合でも 1まゞ

同述度．志あった令 c心の齢料｝之ついて M 板

に対する吸収半痰期I})痢足を行しヽ 究史核湮

霞謀芝試2成が‘、多認）．f譴訪濃在している

ょう苓決定ば出来ながっ巨沢札が碁でなく．

例えば‘¢e-r2Y 茸 0)希勾こよ 0担当汚栄さ肛

ているようこ思われる．

直） 認磯生脱物の沈澱法による分析：

即の挙部に特ご注意しながら池瑕反応例みIご

よるfi．だ r/)分折を試みJz:.擬(m(/)概酪は次

(J)如くである~

l) 戸，だ）ご担体疋芍レBlt cごと附加

koH, K辺ぬ． KN(J3 で熔融，Kで拙出

2) -k溶来犀 HCP..酸挫l::.,し，担．本万eぶ

伝む幻蒻． Re (OH)3,L4(OH)3 を沈

澱．ル勺知—/c‘kfし揆出，ン／37cs-IJ7 1J LB久

ヵ母毘在，

3) ~)の口液）：：：：ついて Al i心沈濁． 口遥

ら(OH)む如殴 N隔， Lク (OH)3 各々の部

分から／°勺紐—/9も，や糾要出．この部分 l之も／37

己s ―/3 アが＇厖涅在．

4 )  3) の口疫距蒸発軟図 IVtl3 除去f姿

¢＄担麟酎加． HC.C がス ll沢さ込因こより K院

去景）旬：： Csば幻として痴殿 137c.豆こ 7ヤt

均揆泊·-· /0勺 k(..( ―ノ弘，く紅碍栄全然認恥汎

す＇．

5) 和蒻怜： HC肛：溶尋虚叩謡飼ll

c心：虹疇去

る） S) か口液l：：ついて辰 (OH)3. L4 

(OH)3 沈澱

7) る）{j) i:液 lてついて C¢LCo3 を、売殿．再

沈．竺gr-90 ヽ（検芯他核裡如翡粉し．

を） 6) が応麟昇叫 H廓C3 l這絆蒻化

丁礼4＋担捧附加 T虎 (103)-4•沈澱．岸む

9 ) が）の口炭についてら（研）3 芝沈澱
鯰· I44、Ye-/44?r饗， I947 pグ11 ?'` 

ー／ジ 6 /,＜允菩干涅在しているよう9 である

シ¢•) 炉rJ）了礼ばら）4 と叫 1こ溶饂

Hft lごて Tた西乞沈湧奏. 14,1.Ce-'44pr 奮

/9>ふ邸―It>勺＜化が｀混合しているよう了あった，

/I)/0)(/J T丸叫訟鱈虚lごついて出•‘

認4 を抑え力o媒発姪戸e. (0H)3 を泥澱

叙Zr―タタ靡京検出ぃ

以上瑛出核裡は凡ku ー／0 I，iば、 137Cs-137りIl

恥、竺Sr -9叶， 144Ceー／44 俗であj)'

I47p、1）（も存在するもの這淀さ肌るまたア

ルカリ燦釉l：：：よ 9 希土． ア）しカリ土頴 1如如瓢

部に来ないぶ、 104k l,lー／ 0ム雌 l士希土峠闘杞

も行く． I t>/.,K._ Lt.-1以雌 1ま一回の水酸（直疇

では逹全）ご挿塚出来なし＼

＜皿） 104K.u-I砂 kた卜しーサー lてよる輿験

: 心&.I< u·-1噸代トレーサー乏用いて直）0

掃麟楚試し．収辛を捩討した、すなわち

／心に＇内訳 1こ足吐 よ c元之十オ且供令

/c ヴ 9gを疇，マルカ以醗，水で琴， 3思

液部をHダ酸控とし． 万e (0H)3 で·之回成

源麦 必，—肛°刀丘tf四てで尺を除去l1と

場合と即の担体として更に Te 凶．乏附加し

た喝令について知麟庁った せの綜果

l) /0 ~Is ダc り） Rt,が'N i)レヽ、太＇ lご吸

福する→

え） Te を加えない喝合では約紗 o/~•(/)知

は和咎部分に残る；従って／｀三以¢戸

(H改嗚液）しして得られるのはノク物捏度

であるし

3) Te を附加した場合~tl- 70~?oo/o



r/) i,<V'ーが‘位 Te 公と共）ゴ図容液郎）之来る．t，

かし凡こ3＋オ且f，Kて，｝如を共沈，戸乏i翡也除去ぐ、

(/)収竿•ま余り良くない．晶収率で無担依噴麟

行うた枕には 1妙袖集剤を危危せ釦ば｀ならなし＼．

48. が）ゎム叩嬢吟椛法--特に夕 I) 17 

ム インジウムとの分離史量尼っいて

（九大理） 祐畠衣正

紅．認輝はヘキサアン、〉コ）ヽ＼＇）レト l 皿‘)

温·化物 Lフヽ、直ナトリ汐ムし叉 1よフ、99 化アンモ

吟ム）を用いる-建(/)登展戸い、の分祈化学

的研究(/)—立して行わ紅ビタリ治ム（エ

4 ンジもムの場蔑々柚落Iこ放射牲ヘキサアン

ミンコ 1Wし\ clI1)瑯頃ぃレーデオ塩）試薬

を抑え．各金展帽恕盈匂泥激分離し、放身氾噸

とする方法、はすでに石奔氏らによってt了わ肌て

いるか））わムも同じ｀知年よってお殿誌か

砂その沈澱禰域が‘鰭以上の濃叫簾咳々牲溶、

沢であるため試禁力や考者戸だ殷し 叉沈澱L た

がリわム錯堀の溶翻度がかなり大さいたわにか＼

リウム(!J吏量は不可箆である澳匂さ同じ飲紫

を用いて力‘リウム＂淀量を可能にする「功堤酸

の代1)にフ、‘I化アンモニゞ？ムを用いて実瞼を行

った．まづ＇室匿法宗試該した結果］ごよ肌ば｀芍 l)

、ロム）古／，，H3~ 紅湿映から兒量的1四如殿を生

し‘｀，をの組成1古 (Co ¥ N 出）ぶl C訊凡であ

る華がわかった。 Cc —砂ぐラベ`）し在した放

射性試薬を用いれは霰蔓のか＇リウ↓‘(/)定量が可

能となるタリ r？ム（ 1II ） インジウムはこの

卿半頭単独謬：這格生し’'ないが＇，力‘‘リ戸鯰と

哭蓉する詩にはわっ’‘かヽ＼こ芙池する．その共沈愛

lよ痴殿(/)tt放射能を唄彼す加ば惟定できる，唱

酸奈ぐまづ妙ウム(1[)、インジ＇切ムを虹

(Co (NH3)」 T必必， ( Co (N出）、） I,1
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(¢ しして：虹砂鑓し 汀）口：恕渥、＞認麗

用するヒ クぶ易）Z-'ti｝しら 9か金昼、とがリウム⑦分

離定量ができる.. 

49., 喀戟抽出法によるジルコニ泊ムと八フ

＝｀ウムり分饂

＼京大ェ研） 岡田辰三・

面 月月~.o阪本．宿愚1尋

•浅｀島刹詞

溶護抽出法によ句‘‘)レコ '::::-\7 ムい＼つ＝ウム

の分罷こは、金昔化削としてチオシアン酸燐陵

トリフ‘`+1レ TTA 等を用いる方法総知ら飢て

いる岱，チオシア：談）古分僻し易I.\(/·,で菫巻は

サリナル険を用いる方衰記ついて研究を行った

如げ 1濃疇琴）ま，1:. 1含蒻注である(/)で

百扱睾槃0) 豆 Iし，ィ ‘1フ‘‘今）レヶ·\‘／に落鮮

して用いた。ジルコ：：：：ウム悛砂ヽフニ9ラムほ籠

醸塩として濃硫酸守より 3 回再緒晶をt了って精

懐し，放射牲心IHf乞加えて以後の美験）こ謡

る＼レーサー並びに）、フ＝ウム0) 足重(j)ために

用いビ放肘能d)絶対測史にはがスつ口→翌え

介カウンターを用いた。ゞ）レコニウムとハフニ

ウム）虹硫職塩知オキシクロライドり却唇液と

し．令配係数反b，'令嗚師釈二及）ます酸及びアン

才＞の9農渡か影響を衿高するために琉隊汀ン毛

二ヽうム艮び塩化アンモニウム在酸訊に加えた．

紅該·ひ有寂祖を各/OCC づ＇っ令衣炉斗に

以．一楚か愚蔑l:::.保った後 5分向振盪レ， 2

相 1：：：：耀鱈疇繹諏1しし．重墨麟l改

射恥強さを測淀して分配係数を求めたじ

酸恥アシモニ勺ム喝の滉雙叫診警

ジルコ＝ウム及び）、フーウムの庶酸還及びオキ

シ釘コラ人ド＇由疇1戸疇廷疇訳叶が‘

3 (j)近くでは料嗜応m水分解紅起し．？H (j)
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影響誌ミ< pHO)大きい程帽噸数も大竺

くなる力ざ. 3 t逝えるとサリがし酸ジ）にコニもl

ムヵ追炭して癒影羨ね瞑_(/)分屑訟涸薙）こなる，

アンモ＝1ラム国）添加は綾衝信用で笥記保数を

大きくする，

釈躙詞ザ）が頃約麟は大さい担哀い

が余り大きな影曹認さなかっ記

鑓咳麟ひ分熊保数は亨てで恕歴和虔

化によりZ:-il1ぞ訊3.4 ~300 と I ・ダい／ 0(/)

如き結果が得ら訊に

躙條数及び分麺系数に反底す影響むk祖の

pH ヵゞ一番大きくpH スぷ～ 3 lご幻 m謬し＼

粘果恥＇（尋切れる乙とが判っ藍

50. バリウム・ラ〉夕＞放射平衡混合初よ

り無担倅ラ>夕〉{})分離．

げ汰運）石橋椎義•O 誅水太噌斤

・荏麒篤敦，松、国）l|三

箪者らは先］が‘OS y -?°口嬬評郷昆合物よ

り電網立って夕or を単離する方法 1) ヒつし＼

て報告した栂今回 I司し‘'アルカリ土阻紐昼．

漁土類元菜lヱ蛋する埓°8a... -/4吃衣丈財乎廓涅

令物について、水銀陰掻を用し＼、アマルガ｀幻形

成能妍贖を利用して 140)...2 を令粗表する実該とを

行った，

,,,-1-oBa.—生と久の分罪珈こついてはイオン

紺換法完た法などが報岩さ肌ているが＼砲孵

による分饂｝ごついて＼虹あまり研究されていなし＼

さて常塁(j):喝合 Iヽ＼りウム 1ごついては氷蛛ヒ

アマルカ‘＼ムを形成し，ランタン）：：ついては 一

詞アマ）しガ＇ムを形成するということが報告こ肌

ているJ
---- ----. "”• ·一．• -• -一·0-9“ ―----------·····一--------··一---·ヽ·-····←-口•一

l) 石棺灌義惑永太ー評斉徹篤気
日 1じ？名 ダク戸 ＼パ呟~苫）

本研究においては、喧僻分類こは Iか似←

か砕必の遣円筒担し詞いたし＝重セ Iい(/)

内堅1ご舛0均—14~ら放射平街還命物舷り

り加／ク／必を含む羞畷盈洛没苫加え 2巧戌

とし 外窒には蒸浮泳 4砂尻（＇を加える，陰福

として氷舘，碍協しして銹坂を用いて電鮮する．

奄解前並ひ｀lご豆途中1：：：おいて内竪睾応([) I叫

を暇出し，：：れ1ご心ムの捕集担待と L て塩．也

牙ヌ鉄，／'4-0Bcl <h保待担伸として堪比ベリウム、

怒沢と加え．アンモニア＇卜で氷殴に沖z 鉄と

/40んとを沈澱苫也 お殿＼ム"'-)没加冗応阪）

について放則熊を Gド／計数管と用いて計数した

外堅．；良 l：：ついては乾埓袋同採I=計数 L た

電僻jこよって 内堅(7\ /4°B叫まアマルガ｀ムヒ

して延か1こ外笙に移釣する• /40んり珪吟的ア

マルカ’'ム形成 1こよって 咤翁の繹逍とサ）ご内堅

内叩十認直は成少する：砕外差‘(!)移行は書忍め

ら訊す＼辱齊i(J)放置叉はJK録を令，、知斗て椴

しうするこヒによ，，て溶、出させ 得ることぶ

わかっピ

冠法叉は上記罷＇酔滋Iてよって単離された

I4幻黛担悴摯梵を用いて 可皇円筒之｝しにお

ける／4叉久の挙勤をも·険計し 1と、．カロ電圧／ D~

/sv 不 1 時向内至ぇ痔向筍眸すること le よっ

で匂、L —竺と必放肘平胴洩合詞から無祖体

/4ッ滋のみと単鐙することが｀出来1乙

心声（·t 1/ぇ： ／え、んん） ／4(な(t 1/之 4呟

11.)(T)走肱1ごついては 上記担体共史法(f)/セ

半痰湖測淀！ごよって窪々、約 1とJ

51. N J I(/) 製戎研究

、原研） 四；芍英冷

さー呈テJ L)l 之ターゲ｀、ントとして こ丸1ご策苓

炉中で中・ト生吝照射を行し＼ ／30 「色＼刃 ｀［）・＇叩



`、‘釘．辺I I '0虹炭 l.Tヱ,311 を分麟抽出する祈

究芝行った。

中l-庄子照射を行ったテル）しを処理する l乙It.

濃硫酸ークロム酸で処理する方法・水酸化ナト

/)ウムで融解姐理する方法などが裁告されてし＼

る筆者は：細酸と還釦虞てテルルを：額辛

しこの際ヨー素緻に殿（四された幻I 之速元し

て硝酸酌生本夜グ＼ら惹離した／3 ／r を四麟躾翠

日辰って抽出を行った．テ）しルを落鋸するの巨

果切渇浴、上で3費萌飯攀乳一且苓発乾固して

か崎康繋蔑錆輝に輝して四逗化炭累によ

碑出を行ってみた．抽出門際の硝醗膨葵葱
元法担体が訂曹々の1条件について喫際したが

抽出手は2和／¢～灰h/o迄で再．理進祁なかった»

この原困と L て'=fIL Iほ硝酸匹諒ける菌箱ゞ

下造当あるいは不毛全なことが考えられ「口ので

テルルを還逹冷却笞をつけたフラスコ中で；容僻

しなお晋く加照逆流をt予T乙：：：： d)方法で中

阻謡叫射した〒ルル／奴？惰這捌感幻心

処理した溶液 I,;-,属幻媛淀硝談3道を加え

畔いてヨー案酸 k t).Smg I ）玄切え迪

酸釦k菜で還定して 3九） 1／『四堰化炭秦'"0 3 回

賑り． さら IC:囲硫酸ナトリウムで水屠 1ゴ疇出

して心'I を分離し「ここ列寮抽出率はね． 3 り。

であった コ‘•9 ような方法口処理し「：：：T ）レル¢

藉蔽潔だ）：：＾いて担漆が連穎し量還ま為衷

抽出の際J‘硝畷尉娑さら 1ご冠 IL を硝酸で璃

解する喝合の還釦淑時向などi})條件について

抽出卑洛検計 L た，t°r/)料f果担俸、いてヨ・ー哀

殴を加え．コー 1‘じ力J) \うム了還克した島合．コ

ー'iしカリウムを担体として叩え遥藍訛訳素ご酸

化した湯合祖衛農良ヵ＼‘t?.5呵 I --..t)．ヽゃ夕勺

1 パ雌即霊麟率ば砂ヽ•V 企之，炒逹度で、あった、

無担体の試料堺液1之遥酸iLiK累を加えて抽出乏
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旨逗喝·合には抽出差 1よI叶～ 7Zダょ芍詣疇

疇かった硝蔑濃度は夕～ざ短皮0 艇囲で

特に最通か凛度はなかっ尼．：翫靱際心麟

向は 0分， 25令， 2囲旬と実療乞行ったシ

之5 分）火上は 90 r.j,位叫翻竿討尋ら肌た．

l.:l/ L 『；抽出と同じ、保件·で中性子照計を行わな

＼＼テル Iいこついて同杯な実甦灯L＼推出来乞

苓定乾固し発光令光令荷で柚也液中に〒）レルが‘

こないことと碓況 L た．

52. 各浬い酸塩［）筍輝営的研究（声

オ）しゾ ヒ叱］． トリ、 トリメタ． ＼キ

サメタリ：険(1\<J Iいウム錮盈の娑度

蔑について

心ふ坦） 丸首裟之

オルソ． ビロ f-I) 火夕， トリ｀ヘヤサメタ

恥餞のカルシ＼ウム鎚啜叫悉化力を比較娯討す

る目的で．イオ＞交換法により娑淀蔑垣数を洞j

定し巨放射牲訓シウム 45 でデベル Li這

化力）L シ灼ムを.t述のリ；齢塩の褪々か農庖で

兎令して錯イオ：を形成させ． せ爪 1こ 1 すン交

換附崩c. Dcwex 立o). 7 トリウム型，の一良

言を加えて矢換平術：：：せ ℃i/'l ら茶凛蔑におサ·

るカル：ヽうム(/}分布学を逍ll淀した．、 カルジラム

幻庚出並ひ‘Iごだ置1本U｀イカ‘‘ーさュラー計数惹で

｛手汀：：、演康法1よふ、肛be汎 幻理論に基し＼て

行った．

この実眠締果よ.D 冬痙加•酋鯰錯塩の守虎度

左計算し．匂頓序はへ寺サ火夕， トリ｀ オル

v. lヽ l) メタリン酸頂であった，

灯同時に潅灯‘P)-/ (f)妥‘ィt lてよる斜け這

炭”警も詞勺て．一劉：：：pH r!）上昇と比 lご舘

形成1ま進行し． 叶パ墾之へ 3(/)酌近 ~lな旅んと

鎚形炭！蒜行IK;itす＇＼告、守廿火タリン酸はそ疇



、- 3象•—•

近でも錯形訊1ま可阪．0 行わ訊ている，

認 吸匿法による悪担瞑”‘（の筒単な頴秩

（放脅大） 池田長生

り栗研； 荒百準

⑬数大） ，l浪訊恙

放射性瀦液をi果存するさいに，落巻(})壁］こ放

射性元慕硲以吋誼厨着さ肌るかということ

I改宦要砕濾芯伝る． こ(/)1胡璽をしらべるたわ

lご箋者ら斡黄銅，1---ダン ア IL ミニ沙ムス

テ＞レス錮ビ＇一ール、地リヱ臼ン、ガラス

など‘{})冬産村官｝z対するいろL＼鯰放射社走菜

の付着左検倒したところ． ビ‘:::.-)しに対~して

9~ふ＋fクヽf il)うち，呵だ＇＼ナが多量口鵡さ

れることを旦出し厄この方浅を用しIる時\1.

9外＇ぶ無担体幻訳筒単に分離できるのでさら

1之細かい分饒蔚糾戻計した。

砂ハ X 3(グit <1'ビ：：：：ー Iいもの沖面）二放射桂

物嘩の吸着芝防ぐたかこI’さヲフィンを達.D 9塙

とク Cヽ（な閾坪鰤状態）こ含むi高知刈•

室悉．~4 矛特岡要I..たのち． とり出 L て氷克し

放麟を消1淀し．試蓑状態差しらべ厄し＼ろぃ

籾pH 俺か灰射牲溶染について付惜 ．堂とし

らべたとごろ pH 9 附近）ごおいて 9°)'d)イ寸

着が＇もっとも多いことがわかつにまた 1司囲こ

汲肖さ紅る 99Sv 小量はいざ‘肌の喝合にも分

饉宣後の’行）こ対し 汝麟加、 0.5 ～え吹

であった3 ヒ1 ニー）レ布上に付着した 9(;、‘fの分布

は．・全般的には）まゞ‘—杯である砂， X喪フ（）し

ムを用いてオートラジオゲラフをとったところ

斑配炒謬顆l筏分布於‘旦られ忙営的な統合

より 1よむ謬ヲジ吋コロイド的な吸香叫炭播

と考える方が疱当であることが末mmビ

これら 9)綿果より伍gy -90)'(/) 水窓いよ〇

知戸虹笥単に得るには 零夜（1: pH 乞 9 前後＼乙

韻節して窒湿ご之 ·v3 日向放塵 L てから と

り出也ま‘よい9 ：：：れを痴麟で：克うこし）こより

グ°‘（の無担体器讃塙夜乞愕ゐごとが‘でさる｀

54. 人尿中の C＄ー／37(/)笈建貶匿法

け該都知理） 半谷恕久

•O 机頂濯：一

直的） Cs -/37 (l)人f中べ、 (/)1曼＼を加み

灼＼le知るごとは 原：3-カの平和利用ある峨

汽和梁鳳果発からの放射注物貨が人i条＼の影唱

玄梗計する上に必要むごとである。その和知

一つとして常峙）＼向より・彪世さ訊る尿の中(/)

C 芦ー／37 謬忠：：：茫置謬方法を洸毘しようと

試みた．

（方法〕 卜屎中）：：ざ愛か瓢鹸予げ

として堰犯セシわム． ＼ヽレーサーとして~ ¢ぶー

心フをい机 そ肌＼ご燐競知‘毛 1) 7‘デ‘シ蕗ア〉

モニウムを淀瑚蘭いてヵnヽ．生成する埠匂

フ‘‘デ‘ン酸アンモニウム中の Cs-137 の収年を

捩計したシ

（綻m -i芝竜の心に加幻乏知，)-'<;ー

および試菜(})曼ヒ C;. ブ37 の回奴知凋鯰

次巧首りであるすなわち芙眩 No ／夕の I＼茶件

を採用す肌ば人尿中 d汁迄ヽうムを 90 り砂沿辻

確戻四填狂）墳祟することが＇記茉るし、なか

肌らの方法による普通人の尿中のC.s-I37 の

捩出限界を現在オ案針中である，
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55. 雨屡中I])),z_ ~ヽ沈AI37 ゅ起毘 Iごついて

g賦大工） 0 山雫登

•山縣穎い謬鯰

放射性巽下竹中炉セぶ豆/.37を記邑するた

に． ））：巳リフ‘｀テ‘＼)談法・ー濫‘い白金臨恥

戸の謬を組令わせむ這誌紅し他(/)

懐料吐疇叩訊蜘哀知l]も
ム鯰， 詞虹、 40 よりの院果を検註L i乙

麟 l 平辱lゴ3 いて 1 ケ目向探祟しf二瓶竪

と忍発疇虚浚輝ー甜叡：有痴りを分

疇庄です闊出してヶィ酸彗院 Lヽた添忌

まづ‘せの一郭をセシウム定匿用に取

詔し

ら記路し．

り分1ナ癒配麟七シ‘ウムな1,}亭DL

塙~似ヽ， IJ 0 公索恕之加え、徴アルカリ牲．として

麟ペリウム．リン酸塩．欲ア）しミ＝うム峙•

繹く。この際，他の核令裂生成物中1笥題にす

べきストロ：ナウA 90 , 奴リ豆、／44 やラ

加えた後

ジ‘ヽラム認‘の大部分ヵ憂疇．疇喝霞

叩えて約が碍瞼注とし． リン酸〈 F好ll) を

＄ク～る 9 ゜己でモリフIIデ｀ン醸アンモ

ょくか—＼ラムノクり幻K溶液をぷ炒9必渦加し．

除渫率は

きませて））ンモリフ’'デ‘シ酸アンモ＝ウム也ミ．＼ウ

ムを沈激さ叱る この際1J)ス 1ヽロンチサム夜

その他の戸pの完雌麟jヽさい．次Iむ這£

ァ＞モ：：：ア氷に落解し．惹沸して茄剥I[)ア＞モ

=7を除去した後浮過して浮液を水で約300

祝｛しし塩に白金禽o <i,心訊乞！」加え

て堪化白金酸セミヽウムを沈澱ミせる. ：：：(/)際

ルビ‘シ‘｀ウムやカリウム吠除jJヽれる，全体いして

ス＼、口＞今わムに対して 3>< ノ尻｀／

七 l) わムスX/05 イヽットリウム／·5X/0Sざ．

最後の塩化臼金酸也シウムと共存する）ーレビシ｀＇ウ

方 1) か認屈⑰ ノグ吼，数ノ心§捏

蔑謬線贋J淀躾劉二比し殿槌 L うる心

ム
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詔祁 33 耳 7月）日～.31 日(j)固に降下した

星ウん3クは上記麟麟潟足した特果*i 

平芍米につき認知叩 すなわち万以[-

0俎忍辺はtJ.35-?ilC 137C;s /KQrし,< / 

勿砂ltIL すなわち 4．之グLC ノ37C.s Ir叩ス／i

となっ T之．また137c!Ji.娑応力／含んoss

必＇匹月は 1まゞ‘I (l/0 口あった。

56. ノ957～姦渭こ箭嗚こおサる百氷中

の SY’‘ の含璽

（新喝大．理） ふ訊談太郎

·O外祢武

I. Ca-,ふr {l)分離法の検討

イオ＞灰換諷．四易令 ふ芝紅疼出液

の後疇ヵ墳海疇であることが松要 このた

あには現在の所 H•COONH4 が CH辺00NH4

ヵ、蓋iL て L＼るい包l甜れるので．両者(/)[4, Sr 

ヒ対する分希季 \..K,)_)

左吟昧した．

磯保数 (Kr./.Sr/kや）

9 i ; : え谷 I / 7.5 | 
!,、 9
9 ; '  

i之／ z l I 之4 i 
9 i ! 
i之／，＇ぃ，
i l 
！ズ＿／f l 43 

----’- -----•--····^.....‘'.“"••一··_,_--•--•—···· ••-- -••9··9- - _.  i 

と衷のように． 聞砂A¢ (j)文籍ゞ令隧態き法ゞ

翫子である華恥令る。之いで NH40AC につい

て＼古すべ‘て I[ I可ヒし．；疇1：：：メダ）ーJレーエ

ク）ール·一了冴ユ＼ン一庁ビ尽等を用いた特の分屑直

係数 1ま

有キ塙媒 溶謀：水 '~離（系孜
... 

メタ｝ール 4- —: I:, ズ、 44

‘’ る :4 3.0 I 

ァ也卜： 6:4 ふ夕。

ェタ）ール 4-: ム ぇ． 43

,, s:s ダ．り

）、 6 : 4 3.Iz 

：：の統果から、分離にはエタ）ール＝ 1豆発を

(I : I~t, ;4) ヒして用いる．

郎際には令麟芍辱籾た¢4co3 ()、 5gy

以下を租塩譲にとかし． 令／s..しか X159がかし

(/)カラム (D砂ex -5(Jノ砂～ 2、()メヽv シ）

を用いて上記刃渡峡／ Ce ?,Jで O が＇合り院去

さ訊る 沢I~ぇ N 附必A c. I 砂の／で Sr が＇

乙れから測だ．試料を II'-ろ．落出するから

江 57~'ぷ？新薄 1-:::hかる SI¢¢!}) 雨氷

叶(/)含雹

豆勁方法を角永中(/1 3r?° 虫定に用いて得

た統果を下艮1之示丈

採氷涛期

4-Z¢'へ s·-7

~-1/~6-ぼ

6'-I ? ̂- 7-3 

7-4 ~ ?—之{J

7-ZI~ ?-31 

企ー 3 ~fr-/ 0 

》ー／Z ～ゎー2タ

『-9芍．～デーア

? -予 ~9-え0

対如嘉

手，ざ 4

4.“ 

/,34-

グ．え4

t?.Sz 

／．和

t:7.幻

ノ 9 00 

／ーる z

/ I· ム

7. 7 

4,0 



.... 
i 

採が特向 喜洛的『 豆久万，／9)
9ー之4 、ッ'O- る ふ./ヽ 3.5 

/ C - ｧ  ··v/r ブ？［） 3.4 ざ 名グ

lo- ス／ツ/J -Z 之』》 4.-< 

II-3 ~/I ーア < /4 
// -f ｷｷv //ーな /0. tf?f 4.Z 

I I -23~/2- お 4.44 /6万0

／えーp ~Iスーえが ＄わネ 云グ． 0

/2-31~1-Zグ ///'o 

ノー之I ---v.z-3 、.96 ノク， 2

之ー 7 ～ぇーえ¢ 、／え之c / o.3 

Z-Z3 ~ 3- ム /ク. 5ム //，え

3-7~3-Z『 ／／．え'l’ ／ノ． o
. 

上喪から新潟）玄侮:雪{/)降る期固人 II 目 •~4

目〉の＄、（90(/)1直ば5月～ /0 月の数借である．

年平均約SA匹／｛に当J) 乙の向の練舜届量

比／64砂が口あったか吋恥惚遷由hた•芯戸

(J)降下置碑打．え？ilC./k年と推史さ胆る．荀

I I 月から 4円ま了の期間(/) Sr包／SY砂の直

も大いことは注目ずべき華である

57. 雨）K恥‘ウオー）レ・アウト中の／37公

の分荷却）検討

直立手防街生研）．永井充

．翠食洋子・伊沢正実

函水及7J'フオール・アウト中に含ま肌る

ぼ区は， 90函ヒならんで嘩害防止.l::.奎要釦

肌る核裡なのぐ．同一試袢から知g）＾と＇37¢s

とを分離定璽謬万法乞捩討し 併せて長期向

区わたって(/)137ど芦 (}1他衷へ(})累讚を知る目的

讀瞭を行った．

い）試言斗のお諏 所請水盤法により付し＼愛
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巻拭祟水面禰J，，定、 深ミ訟りIして鉄枢の内

面匂厚くヴィ'=-!レ望喋した水捲詞いた．採尿

位置は国江予防江生研究所分笙屋上（地上約

I 砂）謬恥斃出しないように注意し、一

疇I旬（約iケ目） ｝ヱたまった水澤汀疇

物）を拌恥厄

しス）分祈方法・・—輝 L 日拭料を濃瘤し．濃

疇芦麟こ疇翫＄忍呵，恥

Cs 夕‘呵のキゃリマーを加える．区Y ーフ

ラクションを発煙難酸令隧後の残液を濃緒し、

漂椙酸訊飢て完全1ご湿歳墨とする“ 錆塩唆

滲液とし、珪タングステン惑9品として来泥kぎ吐

一祀放置するつこれを少童r/l水殴化ハ炉ラム

で溶皓し ム炉盈酸恣衆之加えて魚滉する，厘

l：：：：紺酸瞑＜、遥盈累酸左加えて白遅が記てくる

訳注慧して惹沸し硝環及びタングステ＞酸

を逗認蔭して除去する．そiJ)上．：登IZ遠ヽ浴、中尽

アルコールを涼加して迦盈象酪いシウムの況業

をつくるいこ｝＼を和こ落師し、水賊化銅：：：よる

スキでべ‘ンジをぇ回行う． アンモニ；ーマ之棗沸 L

守誌し恥疇麟塩素釦乞加え魚沸し

前這拌1：：：して：史澱さ也る．以）涌紅乏 2国行

い遥堰桑験也＞ウム(J`冽濃碕るこitを乾

燥し 押壁悛放射熊と涸Il定する、

(3) 方法釘検討一採取した訣将より 90S y

ど,11c.sを分龍定量するため 濃塩険lてよって

抽出すると 1 回叫旺1,で炉忌 I~ ?o q/。,J.3恐

は殆んど兒全1む恕夜中）Zつつる． しかし袈際は

唸ャも同特に出来る尼＼噂出するたの、 3回

J)漂塩酸抽出来を含して分抑て用い「乙 dsl古

1 国目謬諏澱処理嗅知蒼麟I填｀る．

叉癸煙硝岐鑓畷訊断I：：？索r ヵゞ入って

くる号はさけられないのでク0ぷけ？ヽ］＇幻畝、

て珪タングステン酸及び遥盈祟酸を用いる揉



-42が参

疇＼：：：よる Cs"-(/) 混入をしらべTz:所（衷〕(/)

ように完全1噂鯰．茉る認応わかった．叉．

梯噂．その包：：：〇いても扉加訊 I 左加え

て嗚吋した，瑯ら /“ku •t /‘吹．）し， Iえ 7Te 、

/47が匹専乏夫々加え¢；乞分廂したが（衷〕

！こ禾すよう lご伶んど餘去さかしたJ

9,:ふ. r,; り‘

4Sど4 杞え P り 々 I t I, 3 

窃'fie ふムク C) ーク．之士ク． 9

,I啜l<u i.I象‘h /3 ぇク() [r'. I ざ I. o 

IZ7Te. 7, L/. 0() J.4 土 I尋之

I47gグ｝し ？，ズグ 0 ークム十~ I. 7 

な刈ん 9, 70  0 4 令5 ざ．/. 7 

即ち． こ0) 方法によってアルカリ金屈以外iま

殆んて娑全に除去可能と考えら訊る．

C豆）研戸）レか）金昼の a必'vitj記オ

ー）し・アウ1--中t'l幻殆んど‘向題となら飢＼，吃

喪なアル可灯凶認ゞ遥堰累酸セシウム(})光濠Iご

58. ヒ‘沢 ⇒胸）放柑化学的研究（咋三報）

呉半吠朝筏疸加捩出 lてついて

嘉I祠大｀放射化営所）

C 璃．）Il 弓．倍・ 1＼木征男

臼ョの仄の放射rじ逸的研究結果ばすぐに報

岩したがそ0) 時iこ＼ま畏干玖期(/)咳芍裂注威特

や談転射牲核襖について臥十分に禄討しな

応厄そ：：：：で短牛滅期核種の大郭知濃壌す

るのをまって、 四年後 1乙再びそれを岨『するこ

這該みた，

僻Tは祖添法によっておこなし＼、核穂西戌史

はガイガーカ尻クーとが‘ンマ練スベクい口丈

ークーを用いておこなっ記

拭純誌‘‘ンデ‘シ竹紅シュ＼コを用し＼ こ即を

応磯硝瞭に落ふし，不溶四芽査疇酸ナト

リ＼ラム熔融後 l司オ下に翁醜lご澤ふして 1恥紐

合併して令祈拭袢容没五淵艘した．コ、ヽ）し卜，

銅．歴鈴 ストロン十らム．ルテニウム、アン

今毛＞．〒似レ．之リウム，担こウム(/l担他を

冷11n L 菜発詑固後 まづ｀ルテニウムを婚堰茶

酸l二よ・って姦溜可誰し ついて珪酸を除去した．

混＼して疇に影智することは殆とない帯をだ，、澪麟93 f'i褻牲にして硫1認衷這 ？ンチ

しか恥トス珪竣しタング‘でぅ覆り鐸）ご際＼モン等を沈衷冠佳し 訂）克夜は二回硫化ア：
し力虚、冷却が‘叩完全℃あると蜘置秦醸也シ 十モ．シぅ虎卿こよってスキゃベンジ‘\.. Tて・セ I) t

、うムと共池してくる 凡キャリマーでス守マ

心ジにアンモ＝ア＆i吏用するがごn1 乏完全ヒ

除去しないと遥り篇累陵ァン王ンとして決沈して

くる d) 叩如駐彰響を来たすから注意かさで

ある。

Cs キ·ャリ＼’ーを相えてから遥堪案毅セジウ

ぷ紅”(/)回収率拭 50.~、が 0 fじである」叉

／露？耳5月から I 耳固f滉j肥結果によれば I

日当りの心cs (/)降下匿l胡釣／0―.sン、IC/~1} 猛

度でおった，

ム等疇酸化物いて沈澱分離しそi\辺画沈

澤させてから 亜鉛等を破｛ヒ7k桑 1：：よって沈澱

分離し牙か戸液1こついては同加ご硫化亜鈴1こ

よるスキマベ｀立をおこなった．ス＼、口，、砂

ム等甘炭醸堪によって分離し 畏 1受 1こセシウム

む麟日銅酸によって沈噂鵡且厄

こJ)よ吋之令随した浴ヴ＇）レーフつO)それぞ瓢

元累げ、に：担倅哀によって令題して核分裂生
知として，？匁y, 9(9Y , ／必恥｝雰紅

I忍厄必·tc之．J37¢災・差漆準放吋性族湮しして

吃0 を揆出した 歿幻およひ．I37塁 1ごつ



いて1ま普鰤）核分裂虹K物(/)組威とt這皮し r逗

令非常lご少いことが判った．またテクネチウ

ムは本試料中にl訪知すること総できなかった·，

60. 放討四朦による綿布の汚果｝：：対する

除去剤四可定

（原研） 0堀旧 寛・祀遵嘉掛

•福田沿入

放吋記讀による汚釆釘奇弐法を研究する目

的て．綿紅‘乞をトレーサーヒしてふく屯

CrC麿澪紅試料当り 1() 一鯰•/().心鐸せしね

各稽院去剤水溶茨で各裡紺十下で注浮試験択を

用いて除去し，汽粉霜璽ヒ踪幻妍とを比康

した紬果瞑陳ある一三の知毘を得たのでiニヽ

に報告する

用いた除弐剤は虹ート形成剤たる燐簸農（

ヘ芍サ X 夕燐腋，トリメタ燐酸，ビ謬睾燐

酸冠トリウム塩）と有似酸燿（エチいデア

いシ皿疇． 9i疇クエン暇咀譴疇

t--\)＼辺砂濫）および界面活麟j ＼、ドデ｀；い訊

ナトリウムと約石鹸である＂

博耀ぽ：綜票）辻 キし·ート形成針）たる紗洒（・「）

霞疇麟、口麟疇噂疇鯰謬っ

て．ー 1貧汀l等はあま1)よ置い．麟疇

疇珀囁繹謬麟く，ドデジv硫翫

トリ辺ムは辺）L疇疇訊‘人..\:.で茎干有効

である。キしート形成酎枷除去効果はきい—卜．

危足鑓砂麟‘．る程灼である、

訊等除去餓択雰夜の叫を湿酸および＇氷酸

化ナトリ仇ムで受化させて踪去（詞用芝比較琵

と図の加くなり 蒸溜水(j) pH を反化．ミせた葛

釦叫疇l＼ところ芯は一致する こグ）、中麟な

低いp叩箪キしートは与定化し得ないの恐氣

酸による『租辱用と思は船る．少し徴談．性にな

-43-

麟苧レート形成約噂社するしきだ1ナ除麟

累がある． ヤしートはpH が晶くなる荏要梵化

する/})で晶刈では除去効果は大になるように

予恩訊る力ゞ応H で）讀釦駿国疇碩恥

て金蛋〈すン漠刷太包或するので、戻際(/)].l'蛛

曲続が‘図／）如くなることが理酷られる．

’‘応を卜しーすーとするら~Y(N03屁恣‘夜

不汚裸，さ辻た場令も同じ条和泉姐得られたので

上記か緒果は7和唇表主忌イオン，全体亡対 L て通

用し得る心のを鬼＼ま肌る。

残
爵
•
孟
盃
胃
対
数
沢

^ 

金

,1 

I
汁
い
、
．
i
＇
ー
．
j
｀
展

B11-'-

i
i
 

i

l' 

,•I'. 

.
i
i
ー

累
，
．
I
9ー
！
／

｀
：
へ
．
，
＇
／
ー
！
！

ノ
．
泳
架
一
、
｀
、
深
｀
t
卜
y
や

/

0

9

,

'

 

＼
．
束

/
.
\
\
‘
一\> 

ー
，1

＼
沢
一

‘
、

\ 

•2 

~•:~’ 

9·•· 

ヽ
·

' 
’~” 

9..,‘ 

9

マ
’

,. 
, 
~, 

“ 

。

61. 

? 

院去料l 液．J‘yH 
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放射育ヒ1←•ラロク’弓万去（沖 l 談）

蛋臼浅 1：：よ‘けるコバ＇）し｝ ｛役割に0L\

て

＼広島大理） 臣） II 睦哨

・（環津弘幸・出田哲也

シスチンおよび皿渭もコベルト堪J) N出叫

一制4C. L 琺野漆彼に添加して得切れるキ：与

ログ｀ラフ的甚紺破＼：：ついて竜栂嘩猛におけるコ

lゞルト叩妥麿1] は徴妙であるが危極反応への裔与
についてI])捩構）ま不明である，，従って追常オぐ一
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ラログ‘ラフによって得ら凩る知更r})うち次の孝

項I之ついて実跛乞行っ巨

り瓢波を生す＇る電位においてもコバルトは

定常的に遼元を~1ナているか否bヽ．

.ji) Co江→ C,() (/)逹元波はゼヲ今ン，〉スナン

·蚤白寿を添加すると正芍向臣竜位かゞずれ

ある節牛下さは＝没浪砂囮相を呈する。

iii)コベ'ltいの殆大波が現因洛竜位において

コペ‘lレいま竜極衷面l：：如何なる誤合lご祈出し

ているか．

以比乃接、．について cl0 c しスを用し＼ C-P・

叩・勘ll鬼圧団を得るメ0喫い方衷と通梁ォミー

ヲログラフ法、とを比岐検討し厄実瞭娃、担体を

含む瑞令·%まない場合か両試料）ごついて行し‘

萩量は島津—ラログ‘ラフ沢P-I 型，仰iii

ねI])こンナ L ->ョン・カウンク一 放射木o

ーラ円也｝しを用いた。尚ご(})七ルに克填する有

樅としては血謡化炭累， ＼））クしシルフオ

スフェ 1 卜について検計し．計詢：：逮璽の氷銀

海老吟昧した3

旦己声頁目について英票した綿果

i)埋触汲芝生す、る竜｛立のもヒでコパ＇）し卜か枡

出増加叫項匈却謎められず， l示ゞ定常的であ

った、

ii)美験駈：：：<J)理泉訂知的る冥ば困薙で
あったが錐化反応の知里．に従って説明可能で

ある。

iii)通常末ヽーラ~ヒでみられる除大亡対· して放

射未ーラロで＼＼コ}"ト(/)祈出量）こ涵大恥み

ら泊た。

こj1 らの戻賊純果に基づ＇いて放耐米一7 b ク

ラフ法の基本條1乎およひ母迫波を生ずる¢じー

姦衡茨一蛋白系の電極反応誤提£諧議する．

62. 水臨l'...手：：：鉄によるべ 1) 仇頌涙：虹

ついて

＼東大理） 石橋牙絆艮

・蔀永）｀一郎・ 0闘睦夫

演者らば先き 1：：：砂幻を用いてい扉茫

鉄lこよるスいコン今わムの共沈を検討し ざJ)

蛯泉完たは主として吸着に茎ずくものであり

fire切吠／，‘りh !})等温汲喜式lご従う二とを示した．

今回はそiしとの I笥廻において ん区を用いて

水酸化沖＝鉄によるI ゞ．リ釦豆洪沈を模言寸した

前、以下のごとが‘疇鳴らかとなっ貶。

l) 恥し叫ic/1.,弐＼幻麟楳

堰化知鉄：ゆI79如分しo/e (灰e として

勺），）ゞリいム：思担低より／の⑳lo/e 認

む幻．IN堀踪麟/S-,,c/ Iご 炭酸が双）影暫

を院勺たち窒暴77‘スを逼気しつヽ アンモ玄

豆滴下し fH 芝免0~、クタヒ獅恥て虎

澱する水酸化沖二鉄にバリらム左完たさ也た，

：む麟の事反および企｀胴放射能之 I砂らにつ

いて稗正しそ肌らJ)纏紅凛することにより

芙来量左叩·)に匂）詫果 万ye砂d/;¢Iし(/)

等温啜着式：必し斎＝炒L乙＝如んナ土如
）：：おいて．ベリわム漆加匿か／o-4 ．力 1,1/ (o/e

まで）ま?t =/, /0―3ク／9 ＇/)9 乙ー／e よりはり/<1ゞ次先

臣大きくな吐沈恕口量）コ逹する

え）茨君塩J環噌

ナ l、 I) 7 ムカ）しシウム フ、トロン今ウム，

アルミ＝ウムr})塩化物を共存辻しめた睾柊）ご〇

いて同祢の美賎を付ったし・ナトリウムはし＇•/111

知 le まで荏在していても、 1い）ウムf洪沈

季1ご 1ま渋fしはなし＼ カルシウム ストロ〉チゥ

ムの影響1むこくて， / 1/L 知99o/e も愕在すれば

バリウムの共克劉訂殆んど01こなる•，従ってご

れは木ールドiぐヽッグキマリマーとしてi界月する
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ことを宗す．アルミニ汚ムは

でriil 自航沈澱を生じるが．ベリ加ム1涙池辛

はむしろ派少するS

FH ダ．レ・V9 5 

3 ）究虎したベリウムと他Jj院笏イオ＞のイオ

ン交捩

1ご裡マ0)堰葬玄加えて

イオン茨換ほを懐討した，ナトリウム．

スト~口；ー｝ウムはウム

平行性があるが入

芙淀したバ、 1) 'I;,ム凶）・
込

カ）),シ
・：ごg炉

z ）における綿果と

アルぐニウムについては~共

沈率加取少 Iii蔓少 l：：：止まる、

バリウムを氷酸化沖：：：：鉄 lご共沈し そむ唇凌

63. 、(-Sr認てo”.l巧〗呵醗疇鰤黎
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近年になって：ン今レーショ＞計塚管

ガヽ非常に発進し放吋化喀などり）分野で味

り患／）エネルギ1一渇捩： i< I 中が）不忍屯柑

,j)決定なt数年前に認えら加なか吋と

ような凩刀を発揮している、このような

a線譴淀(/)T：：わ）m、ン＋しーショ：叶

数管1．ま『叡光竜効果・ コ~ 70  ~ン匁碍泉

危詞主氏など＇げ麟蛍妃体中l＝哭主
したス潔竜吝J皇に比例した兄を蛍光條

硲発するので ：： d）元O') 強愈を涸l 足する

コとによって宦光体に＼ったり綿(/):r.ネ
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IL 苧ーを測足することが｀できる，樅って

これら u') 蛍光（本）ま料緯I士ぶりでなく心線

にも戻ずる筈である．晋噴吾ず練似目漿Iて

よく用いられている蛍虻（本は No"llT《)
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d)単持晶虹輝＼＼アルミ＝もバ）缶J冴 1こ

封いしたもJ)で芦線d)エネルギーが大

さい喝合1：：：比·3線lま乙のアルヽ＝ウムを

．菰娼 L て誤記体に到違して検出される，

疇斐＼て KI がも放出，される汀線rt<f, 19 

崩壊J険に出るい）が紗く． 捉っても小

ト h,: t1池 ーヽ, ‘, 
.,' 

( 
4

・E
 

竹 ev)

ば切刻鯰際 L て／如勾如 l臨線

叫多警紅愛ぃ、さい厄緯、d) rliヽtu -

l?·迄丸 は 8婢、J)たか：：：万合んと‘｀消える喝

合もある このような欠点は蛍氾伸 Iが、

ゐ¢密ど羹きな唸い収板と用いて達へいす



ることにより即叙ことができる．吸応恥し

ては記来る限り廃吝昔考か小さいものを用いて

楷情嘩輯嶺が出ないよう l之する：：：と訳）訊訳壁

者らはアクリ）し檻脂板を用いた。一伊此して医

1ど知 d) 炉長ct，て以，，八芝柔す蛍崎 l、ま

｝羞i中心“か似l (T{) l 井や型）でア）しミ

＝ヽラム比JI厚さはo. o3之＇（呟ね佐，rl2) であ

• 59. 数裡の金忌訳放船麟染l：：ついて

』東比大金研） 後藤内弘

·O 天野定

数裡の金邸）放的記頸を検討した。絨下

鈍鋼銅具碗の厚さ／～／5ク1血，経雰

釦；Cの円板を艘し．之をメタアりリル卵叶 IZ.

”)こみ表面芝エメ｝）→紙ク o まで磨 LI

厄比屑焼を rH ノ、 4 ビ誰l節した，該分裂生

戒物溶液ぃ全計数i直で約ぇ、70¢ りd 乃rし）中

lご｝晏した．J遇向放置した後 表面の水(/)b負流

・ベ

るこJ＼蛍知本J) 1:.. I噂•さ／．叫／學J万クリ

ル珀謬馴幻這心{·合叩心疇疇謬

支吸収板乞用いない呼の r- べf”.,.l呟しし麦
練） ＼z 比畝して毘るい、さいp／：ふ—戸砕な

し：＇頭瞭に理炉水しているてとが＇わかるッ

でよく〉も走褒計数し 更1ご試料を喝極ヒして

ふ研の流殴中で篭網研患した．澪衰を分析し

衷面に残っていた、放射牲襄狸乞分研した。

戻殷(/)結果かー部乞述‘ると 汚茉は表OOに

ー加．ご吸纏さiれてお.D 畏面,J)腐蝕とは直接な

関係1ヰ貝られなかった叉侠試金昼、に応じた特

殊な哀濯初啜捐は餌察されなかった“






